
編集発行 ／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行 ／毎月20日1回・全戸配布

¢ 
HヽIJIKAWA 

写且

わき上がる風てロマンの町づくり

(No. 1 G4)  

町おこし
風おこし

第3回全国

風サミッ ト
10/24~ 10/26 

10月24日から10月26日まで第 3

回全国風サミットが風の博物館で

行われました。

このサ ミッ トは、北海道から沖

縄県まで実行委員22市町村のうち

17市町村の代表や技術開発企業の

関係者約250人が参加して、ンソポ

ジウムや事例発表で風力利用の実

用化を話し合いました。

(2頁に関連記事掲載）

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝
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慢風の映画祭の案内 ・ ・・ ・ ・ ・・・・・ ・・・・・ ・・ • 3 
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漫応急手当を身につけよう ・・ ・・・・・..6 
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＝農林だより＝

~]Aが宅急便を始めました •••• • • 8

~]A 自動車ロー ソ

唖木材・椎茸市況・ ，
 
10 

＝商工かわかみ＝

唖歳末連合大売出し・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

*青年部・婦人部だより ・・・ ・ •••• • •••13

奎ふるさと回想記・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

＝公民館報＝

卍第7回「熱き風心を開 く 人権集会」開催 ••16
慢大谷小で全国へ き地研開催・・・・・・17

~ASUKA青年団だより・・・・ ・ ・・ ・・ 19

人口 3,290人 (+2)

男 1,594人 (+5)

女 1,696人 (-3)

世帯数 1,006牒 (-2)

（平成 8年10月31日現在）
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⑲。前。径l
l 

自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬 (2)

主催者あいさつをする大野町長

今
日
の
私
た
ち
の
社
会
は
、
大
量

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
消
費
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
に
よ
り
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
濃
度
が
増
大
傾
向
に
あ
り
、

地
球
の
温
暖
化
が
進
む
な
ど
地
球
規

模
で
の
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ソ
で
再

生
可
能
な
地
球
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
風
力
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
は
大
き
な
期
待

と
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
全
国

の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
第
三
回
目
を
迎
え

る
全
国

「
風
」

サ
ミ
ッ

ト
が
、
当
町

の
風
の
博
物
館
を
メ
イ
ソ
会
場
に
、

十
月

二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
に
か

け
て
、
北
は
北
海
道
え
り
も
町
か
ら
、

南
は
沖
縄
県
宮
古
島
ま
で
の
十
七
市

町
村
が
集
い
、
当
町
と
日
本
風
力
工

ネ
ル
ギ
ー
協
会
の
共
催
に
よ
り
、
八

幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
を
は
じ
め
と
す
る
二
十

二
団
体
の

後
援
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ミ
ッ

ト
会
場
へ
は
、
風

力
発
電
の
研
究
・
開
発
を
進
め
て
お

ら
れ
る
企
業
、
大
学
、
研
究
家
の
関

係
者

二
百
五
十
人
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
風
力
発
電
に
関
す
る
事
例
発

表
、
風
力
利
用
の
実
用
化
を
討
論
し

風
の
持
つ
ロ
マ
ソ
と
夢
を
追
い
求
め

熱
心
に
語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。

清水幸丸先生

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
明
治
大
学

教
授
・
日
本
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
学
会

会
長
の
藤
井
石
根
先
生
よ
り
、
「

ニ

十

一
世
紀
は
環
境
保
全
優
先
の
時
代

そ
の
背
景
と
息
吹
」
と
題
し
て
、
我
々

は
将
来
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ド
か

つ
環
境
問
題
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か

と
幾
つ
か
の
具
体
例
を
あ
げ
て
の
基

調
講
演
が
あ
っ
た
。
引
き
続
ぎ
、

三

重
大
学
教
授
・
日
本
風
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
会
副
会
長
の
清
水
幸
丸
先
生
に
よ

る
「
地
球
湿
暖
化
防
止
行
動
計
画
に

寄
与
す
る
風
カ
エ
ネ
ル
ギ

ー
開
発
」

と
題
し
て
、
風
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
評

価
か
ら
将
来
の
開
発
計
画
構
想
に
つ

い
て
の
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

藤井石根先生

＊
実
行
委
員
会

風
サ

ミ
ッ

ト
実
行
委
員
に
賛
同
し

て
い
た
だ
い
た
参
加
市
町
村
の
代
表

に
よ
り
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い

ま
し
た
。

＊
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
風
力
利
用
実
用
化
時
代
へ
」
を
テ
ー

マ
に
、
足
利
工
業
大
学
教
授
・
日
本
風

カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
副
会
長
の
牛
山

泉
先
生
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
上
山
慶
介
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
企
画
課
長
）
、

岡
澤
公
夫
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
常

務
理
事
）
、
兵
頭
文
夫
（
四
国
電
力
高

知
支
店
電
力
部
長
）
、
久
家
秀
海
（
高

知
県
企
業
局
電
気
班
長
）
、
中
平
弘

（
住
友
金
属
鉱
山
情
報
部
副
部
長
）
、

窪
谷
達
雄
（

三
菱
重
工
業
長
崎
造
船

所
設
計
部
主
査
）
、
鈴
木
茂
行
（
徳
島

大
学
教
授
）
、
木
元
俊
宏
（
朝
日
新
聞

社
企
画
室
員
）
の
八
人
の
バ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
り
風
力
発
電
の
コ
ス
ト
低
減
、

電
力
会
社
の
買
い
取
り
価
格
の
補
償

な
ど
風
力
利
用
実
用
化

へ
向
け
た
課

題
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

代表者による実行委員会



(3)＠。前。別 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 靡瞬

た
だ
ぎ
、
日
本
風
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
協

会
副
会
長
の
清
水
幸
丸
先
生
を
コ

ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
、
参
加
市
町

村
の
代
表
者
と
企
業
側
か
ら
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ソ
代
表
取

締
役
の
小
島
剛
さ
ん
に
よ
り
、
取
り

組
み
の
現
状
や
今
後
の
構
想
に
つ
い

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

立
川
町
（
山
形
県
）

平
良
市
（
沖
縄
県
）

え
り
も
町
（
北
海
道
）

室
蘭
市
（
北
海
道
）

寿
都
町
（
北
海
道
）

苫
前
町
（
北
海
道
）

三
厩
村
（
青
森
県
）

東
山
町

（
岩
手
県
）

三
浦
市
（
神
奈
川
県）

大
沢
野
町
（
富
山
県
）

朝
日
町
（
富
山
県
）

大
東
町
（
静
岡
県
）

久
居
市
（
三
重
県
）

新
旭
町
（
滋
賀
県
）

瀬
戸
町
（
愛
媛
県
）

伊
良
部
町
（
沖
縄
県
）

肱
川
町
（
愛
媛
県
）

風
サ
ミ

ッ
ト
の
開
催
地
代

表
と
し
て
議
長
役
を
務
め
た

大
野
町
長
が
最
後
に

「
風
の

持
つ
ク
リ
ー
ソ
さ
と
有
効
性

を
国
内
の
み
な
ら
ず
全
世
界

へ
向
け
て
訴
え
、
二
十
一
世

紀
へ
向
け
た
地
球
に
優
し
い

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
風
の

活
用
に
な
お
一
層
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
、
全
世
界
へ
啓

発
普
及
を
願
う
」
と
、
風
サ

ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
を
し
ま
し

鎮 縄 神 楽

こ
。t
 な

お
、
次
回
第
四
回
に

つ
い
て
は
、

現
在
「
風
の
館
」
（
来
年
六
月
オ
ー
プ

ソ
予
定
）
工
事
に
着
工
さ
れ
て
い
る
、

北
海
道
え
り
も
町
ヘ
バ
ト
ソ
タ
ッ
チ

さ
れ
ま
す
。
受
入
れ
を
さ
れ
た
佐
々

木
隆
人
え
り
も
町
長
さ
ん
よ
り
、
再

会
を
祈
念
し
、
自
然

エ
ネ
ル

ギ
ー
の

素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
風
を
中
心

に
町
お
こ
し
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
と

挨
拶
し
、
風
サ
ミ
ッ

ト
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

- --＝ 
風のネットワーク展には参加市町村の特産品が勢揃い

＊

「
風
」
サ
ミ
ッ
ト

（
参
加
市
町
村
に
よ
る
発
表
）

全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
は
、
「
風
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
振
興
に
取
り
組
む
市
町
村

が
一
堂
に
会
し
て
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
図
り
、
「
風
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
結
ぼ
う
と
、
第
一
回
山
形
県

立
川
町
で
発
足
、
第
二
回
沖
縄
県
宮

古
広
域
圏
事
務
組
合
で
開
催
さ
れ
、

風
の
輪
が
更
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
風
力
発
電
の
実
用
化
を

導
入
し
て
い
る
立
川
町
、
平
良
市
を

含
め
る
次
の
市
町
村
が
参
加
し
て

い

風 陣 太 鼓

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
は
、
会
場
へ
お

越
し
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
は
じ
め

参
加
市
町
村
の
皆
さ
ん
を
囲
み
交
流

会
を
開
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
と
し

て
「
風
陣
太
鼓
」
と
「
鎮
縄
神
楽
」
を
披

露
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
見
学
会
を
実
施
し
、

予
子
林
に
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
利

用
ト
マ
ト
養
液
栽
培
の
温
室
へ

案
内、

熱
心
に
係
員
へ
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
風
の
博
物
館
と
姉
妹
館
を

結
ん
で
い
る
五
十
崎
凧
博
物
館
と
内

子
町
の
町
並
み
を
見
学
さ
れ
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

□—第6 回風の映画祭
＊と き 12月22日（日）
＊ところ 風の博物館(2階）大ホール

| ＊上映プログラム
〔昼の部〕 13:30~1400 スノーマン(30分）

14:00~16 00 学校II (120分）
（夜の部〕 1830~19:00スノーマン(30分）

19:00~21 :00 学校II (120分）

；叫］真三I門口[
※『風の映画会』会員は無料（会員募集中）
幼児は無料（父兄同伴願います） I 
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『
諷
の
哉
詞
祟
』
ご
察
肉

風
の
博
物
館
に
お
い
て
、
第
六
回

風
の
映
画
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
作
品
は
、
高
等
養
護
学
校

の
障
害
児
教
育
の
現
場
を
舞
台
に
し

て
、
学
校
や
教
師
に
か
け
た
夢
を
、

生
き
生
き
と
楽
し
く
、
時
と
し
て

し

み
じ
み
と
描
い
た
作
品
と
、
英
国
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ソ
、

大
人
に
も
子
供
に
も
観
て
欲
し
い
魅

惑
に
満
ち
た
世
界
を
表
現
し
た
作
品

．
の
二
本
を
上
映
い
た
し
ま
す
。
ご
家

族
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
前
売
券
は
、
農
協
及
び

役
場
、
風
の
博
物
館
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。



＠。前。別 '一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 躙瞬 (4)

， t 千t ゚

公
的
年
奎
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

現
在
お
持
ち
の
年
金
手
帳
の
番
号
は
、

平
成
九
年
一
月
か
ら

基
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま
す
。

現
在
加
入
中
の
年
金
番
号
が
そ
の
ま
ま
基
礎
年
金
番
号
に
な
り

ま
す
。
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

一

◎制度を通じた記録管理が可能となり、

転職などのさい、 国民年金に加入の届

出を忘れていた場合など、加入者個人

に直接お知らせすることができます。

◎将来は、年金の加入状況のお知らせや、

---a-碑

届了
出ピ
のス
簡の
素向
化上

と

--l 
年金見込額のお知らせなどができるよう ― 

になります。

また、年金相談 ・年金請求が、これま

でよりも短時間で、しかも速やかに処理

されます。

基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金
制
度
の
加
入
者
や
年
金
を
受
け
て
い
る

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
九
年
一
月
か
ら
は
、
新
し
い
年
金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

基
礎
年
金
番
号
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 9年 1月から

「基礎年金番号」が実施されます。

新しい年金証書力‘

平成8年le月に送付されます。
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(5)＠。前。別 仕事や生活に夢をもって

毎
年
、
十

二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
”
人
権
“
と
い
う
も
の
を
再
認
識

し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て

他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反

省
し
て
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
「
子
ど

も
の
人
権
を
守
ろ
う
ー
「
い
じ
め
」

／

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い

十
一
月
は

青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間

豊かなまちをつくります

菊
池
昭
三
郎
さ
ん

飛
野
虎
生
さ
ん
で
す
。

（町民憲章） 鰯領薔

|
」
、
「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う
」
、
「
部
落
差

別
を
な
く
そ
う
」
、
「
女
性
の
地
位
を

高
め
よ
う
」
、
「
障
害
者
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
、
「
高
齢
者

の
住
み
や
す
い
社
会
を
築
こ
う
」
の

六
項
目
を
強
調
事
項
と
し
て
お
り
ま

す。
子
ど
も
の
「
い
じ
め
」
・
体
罰
の
問

題
、
差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
又
は
そ

の
支
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員

ま、
9
ー
／

大

和

中
居
谷

家
庭
、
学
校
、
職
場
及
び
地

域
社
会
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な

り
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

自
覚
と
責
任
を
も
ち
、
青
少
年

健
全
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う。

法務総合相談所

外国人のための人権法律相談所

0日 時 平成 8年12月 4日（水）

午前10時から午後 3時まで

0場 所

0相談内容

0相談担当者

いよてつそごうデパート

7階特別食堂

人権問題、登記、供託、戸籍、

国籍、相談、遺言、外国人のため

の人権法律相談

（無料、秘密厳守）

人権擁護委員弁護士公証人

法務局職員 英語・中国語通訳

人権問題に関する

総合12時間電話相談

●相談内容

•日 時

●電話番号

●相談担当者

●主 催

差別問題、児童生徒の「いじめ」・

体罰問題、家庭問題、近隣関係等

人権問題に関するあらゆる相談

（無料・秘密厳守）

平成 8年12月10日（火）

午前 9時～午後 9時

フリーダイヤル

人権擁護委員

法務局職員

0120-025:-550 

弁護士

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

〈れ庫の西＞
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急
手
当
‘

身
に
つ
け
よ
-

今
回
は
、
や
け
ど
し
た
場
合
の
応

急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
け
ど
は
症
状
に
よ
っ
て
三
段
階

に
分
か
れ
ま
す
。

一
や
け
ど
の
症
状

0
第
一
度
熱
傷

や
け
ど
し
た
部
分
が
、
赤
く
な

り
、
少
し
腫
れ
て
い
る
も
の

0
第
二
度
熱
傷

水
泡
が
で
き
、
熱
に
よ
る
、
ソ
ミ

と
シ
ワ
が
で
き
、
ひ
ど
く
痛
み
皮

膚
の
表
面
が
ぬ
れ
て
湿
っ
た
よ
う

に
み
え
ま
す
。

0
第
三
度
熱
傷

や
け
ど
の
部
分
が
白
っ
ぽ
か
っ

た
り
焦
げ
た
よ
う
に
見
え
皮
膚
が

破
壊
さ
れ
、
神
経
も
焼
か
れ
て
い

る
た
め
さ
ほ
ど
痛
み
は
感
じ
な
い

状
態
で
す
。

二
や
け
ど
の
重
傷
度

重
傷
度
の
判
定
は
、
や
け
ど
の
深

さ
、
面
積
、
や
け
ど
の
場
所
や
年
齢

な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
乳

幼
児
や
高
齢
者
ま
た
、
や
け
ど
が
深

く
面
積
が
広
い
ほ
ど
重
傷
で
す
。
第

二
度
熱
傷
で
体
表
面
積
の
三

0
パ
ー

セ
ソ
ト
以
上
、
第
三
度
熱
傷
で

一
〇

パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
が
生
命
に
危
険
が

及
び
ま
す
。

三
や
け
ど
の
応
急
手
当

や
け
ど
し
た
と
ぎ
は
す
ぐ
水
で
冷

や
す
こ
と
で
す
。
水
で
三
十
分
程
度

冷
や
す
と
皮
膚
の
炎
症
は
か
な
り
お

さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
衣
服
が
燃
え
る
や
け
ど
を

負
っ
た
時
は
服
を
脱
が
せ
る
と
皮
膚

が
付
着
し
た
ま
ま
は
が
れ
損
傷
が
拡

大
す
る
た
め
着
せ
た
ま
ま
水
で
冷
や

し
て
く
だ
さ
い
。

広
い
範
囲
の
や
け
ど
は
、
水
に
つ

け
た
タ
オ
ル
な
ど
で
包
む
よ
う
に
し

て
冷
や
し
、
子
供
な
ど
は
寒
い
季
節

で
な
け
れ
ば
浴
槽
に
水
を
は
り
入
ら

せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

第
二
、

三
度
熱
傷
の
手
足
の
や
け

ど
は
、
な
る
べ
く
心
臓
よ
り
高
く
し

て
く
だ
さ
い
。

顔
面
に
や
け
ど
し
た
場
合
や
広
い

範
囲
の
や
け
ど
は
気
道
熱
傷
や
、
ソ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
呼
吸
が
停
止
す
る
場
合
が

あ
る
の
で
気
道
確
保
を
し
て
く
だ
さ

、o
し四

素
人
療
法
は
禁
物

素
人
療
法
と
し
て
、
味
噌
、
ア
ロ

工
液
、
食
用
油
な
ど
を
塗
っ
た
り
し

ま
す
が
化
膿
し
た
り
治
り
に
く
く
な

り
ま
す
の
で
、
使
用
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

次
回
は
、
の
ど
に
物
が
つ
ま
っ
た

場
合
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

衆議院議員総選挙

10月20日に行われた衆議院議員総選挙は前回

の投票率に比べ、 3.53パーセソト低い結果とな

りました。なお各候補者及び各政党の得票数は

下記のとおりです。

•投票率 79.35 当日有権者数

投票者数

●得票数

小選挙区（候補者別）

2.591 

2,056 

比例代表（政党別）

候補者名 得票数 政党名 得票数

新 進 党 414 
石本 雫忠 ；• 一 78 

社会民主党 112 

新社会党 6 
高橋えいご 573 

民 主 党 129 

山本 公一 1,366 
自由民主党 1,211 

日本共産党 107 

今
年
で
、
四
回
目
に
な
り
ま
す
肱

流
苑
と
ぽ
っ
ぽ
園
の
ふ
れ
あ
い
運
動

会
が
十
月
十
四
日
健
康
増
進
セ
ソ
タ
ー

で
わ
き
あ
い
あ
い
の
中
行
わ
れ
ま
し

こ。f
 当

日
は
、
デ
イ
サ

t
ビ
ス
に
来
て

い
る
お
年
寄
り
二
十
二
人
と
園
児
十

三
人
で
ダ
ソ
ス
か
ぽ
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
、
玉
入
れ
、
つ
な
ひ
き
等
が
行

お年寄りの応援で玉入れ
をする園児たち

第4回肱流苑とぽっぽ園
のふれあい運動会

ダンス
かぼちゃのチャチャチャ

わ
れ
ま
し
た
。

つ
な
ひ
き
で
は
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
に
負
け
ま
い
と
「
オ
ー

エ
ス
、
オ
ー
エ
ス
」
と
力
い
っ
ぱ
い

頑
張
る
園
児
た
ち
。

又
、
ダ
ソ
ス
で
は
、
手
作
り
の
洋

服
を
き
て
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
所
長
さ
ん
か
ら
ご
ほ
う

び
に
一
人
ひ
と
り
に
メ
ダ
ル
を
か
け

て
も
ら
い
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

11月は「建設雇用改善推進月間」です！·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•••••·•·•·•·•·•·•·•·•O •••·•·•·•·•·•· 建設業に慟く方の雇用の改善は進んで
いますか！
建設業を営む事業主の皆さん、人手不足が一

層深刻化しています。

建設業に働く方の雇用の改善を進めましょう。

詳しいことはお気軽に安定所までご相談くだ

さい。
ハローワーク大洲
（大洲公共覇業安定所）824-3191

マ及コ急醇に報道堺易霧された肱川町

10/ 1 
10/8 
10/15 
10/22 
10/25 

10/26 
10/30 

愛媛新聞
II 

II 

四季録（坂根
II 

II 

修）お母さんは魔法使い

食は努力なり

資本主義社会における農業

金と銀の卵を産む鶏の話II II 

NHKテレピ
愛媛朝日｝

愛媛新間 風おこし町おこし全国風サミット

II 地域テーマ愛好家ら絵筆

（肱川町丸ごと画材に）

全国風サミット
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社
協
だ
よ
り

県
社
会
福
祉
大
会
開
催
さ
れ
る

第
四
十
四
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
が
、
十
月
二
十
三
日
県
民
文
化
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
家
族
形
態
が
多
様
化
し
、

地
域
に
お
け
る
連
帯
が
強
調
さ
れ
る

中
で
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
等
住
民

参
加
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
、
公
的

制
度
の
整
備
促
進
と
と
も
に
民
間
福

祉
活
動
の
強
化
が
急
が
れ
て
い
る
。

一
方
、
地
域
住
民
の
た
す
け
あ
い
精

神
か
ら
誕
生
し
た
共
同
募
金
運
動
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
、
今
年
五
十

十
月
十
一
日
に
松
山
市
県
民
文
化

会
館
に
お
い
て
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
社

会
の
到
来
に
備
え
、
活
力
あ
る
豊
か

な
長
寿
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
期
待
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
県

内
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
が
相
集
い
、

老
人
ク
ラ
プ
の
社
会
的
使
命
に
対
す

る
会
員
の
意
識
高
揚
と
大
同
団
結
を

創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て

愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

周
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
共
通
認
識
と
し

て
福
祉
向
上
の
た
め
、
関
係
者
の
理

解
と
連
携
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

県
民
の
福
祉
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

式
典
に
お
い
て
は
各
方
面
に
お
い

て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
記
念
講
演
と
し
て
、

落
語
家
の
桂
枝
雀
氏
が
「
緊
張
と
緩

は
か
り
、
二
十

一
世
紀
に
対
処
す
る

ひ
ら
か
れ
た
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

記
念
講
浪
で
は
、
愛
媛
大
学
教
授

久
保
木
道
子
先
生
の

「
さ
わ
や
か
に

健
や
か
に
共
生
の
時
代
を
生
き
る
」

と
題
し
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
県
下
十
四
万
四
千
人
の
会
員
の

決
意
を
新
た
に
し
、
大
会
宣
言
を
決

議
し
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

゜

膨II町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協

生

谷

本

恒

雄

様

大

屋

敷

岡

本

勝

也

様

和
」
と
題
し
て
お
話
が
あ
る
。
桂
さ

ん
の
変
幻
自
在
と
い
う
か
、
天
衣
無

縫
と
に
か
く
楽
し
い
爆
笑
落
語
に
会

場
は
笑
い
で
い
っ
ば
い
だ
っ
た
。
最

後
に
大
会
宣
言
を
決
議
し
て
閉
会
と

な
っ
た
。

〔
老
人
ク
ラ
ブ
文
集
刊
行
）

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年
よ

り
進
め
て
お
り
ま
し
た
「
想
い
出
の

文
集
」
を
十
月
に
発
刊
い
た
し
ま
し

た
。
約
五
十
人
の
方
々
よ
り
執
筆
い

た
だ
き
激
動
の
時
代
を
生
ぎ
抜
い
た

人
間
模
様
が
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
み
今
後
の
生
ぎ
方
な
ど
参
簿
t

考
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
名
]

者
/
4
/
 

音早表人老良優康健

迅
ふ
レ
（-

i

 

↑
 

/
t
 

冗

4
4
汎

~ I 

クラプ名 部落名 氏 名 生年月日 年齢

中央
下鹿野川 和気 章 T 4. 6.2•5 81 
小畑井 中野 菊枝 T10.11.10 74 

大谷
森 浜田 登 T 7. 5.27 78 

久 保 藤川 吉子 T7.7.10 78 

小藪
/」¥ 藪 藤井 重徳 T9.12.9 76 
I」¥ 藪 長岡タケ子 T10. 2. 1 75 

予子林
郷 井上 君子 T 8. 5. 1 77 
郷 和気シゲコ T 9. 1. 1 76 

正山
山 槌 桜田 博 T 8. 5 14 77 
協 生 兵頭 膝子 T9. 6. 6 76 

石L..I—’合/'．、下嵯峨谷 大越ノプヨ T 9. 5 14 76 

十
月
―
――
十
日
、
午
前
九
時
よ
り
、

ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て

第
二
十
回
肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
運
動
会
が
、
会
員
二
五
〇

量

人

の

参

加

の

も

と

盛

大

に

会
響
汀
冒
い
:
[□

盃
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を

受
賞
し
た
正
山
老
人
ク
ラ

動
亨

フ
に
対
し
福
田
会
長
よ
り

伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。
乎

運
謳

成
＼
年
度
の
優
良
老
人
表

連
磁r磁警

9
ぁ
り
和
気
章
さ
ん
外

昌
い
い
〗
〗
い
口
冒

璽

来

賓

よ

り

祝

辞

が

あ

り

、

今
日
ま
で
の
ご
苦
労
に
対
し
敬
意
を

述
べ
ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
健
康
に

留
意
さ
れ
る
よ
う
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ
・
増
田
虎
雄

さ
ん
の
選
手
宣
誓
の
あ
と
競
技
に
入

り
、
各
ク
ラ
ブ
対
抗
で
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う

に
と
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
神
経
を
必
要
と
す
る
ゲ
ー
ム

も
あ
り
ま
す
。
各
ゲ
ー
ム
終
了
と
同

時
に
バ
ソ
ザ
イ
も
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
昼
か
ら
は
、
各
単
老
順
に
演
芸

を
楽
し
み
親
睦
を
図
れ
る

一
日
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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当
組
合
で
は
、
（
平
成
八
年
十

一

月
）
よ
り
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
へ

の
利
便
性
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
宅

配
の
取
扱
を
始
め
ま
し
た
。

J
A
（
本
所
・
各
事
業
所
）
が
窓
ロ

と
な
っ
て
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の

大
切
な
お
荷
物
を
お
預
か
り
し
、

（
一
っ
―
つ
が
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
で
す
）

ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
宅
急
便
を
通
じ
て
、

全
国
各
地
へ
「
安
全
・
迅
速
・
確
実
」

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

宅
配
便
の
名
前
は
『
J

A
ド
リ
ー

ム
宅
急
便
』
、
文
字
通
り
「
夢
を
運

ぶ
宅
急
便
」
と
し
て
名
付
け
ま
し
た
。

今
は
、
何
を
送
っ
て
も
「
宅
急
便
」

と
い
う
時
代
で
す
。
ご
家
庭
で
採
れ

た
果
実
・
野
菜
を
始
め
と
す
る
生
鮮

食
料
品
、
身
の
回
り
の
生
活
用
品
な

ど
あ
ら
ゆ
る
お
荷
物
を

J

A
が
お
引

受
い
た
し
ま
す
。

県
内
・
県
外
各
地
の
ご
親
戚
、
ご

子
弟
、
知
人
友
人
へ
ふ
る
さ
と
か
ら

の「
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物
」
を
ぜ
ひ

『
J
A
ド
リ
ー
ム
宅
急
便
』

で
お
届

け
く
だ
さ
い
。

職
員
の
皆
様
は
元
よ
り
、
組
合
員
・

地
域
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
利
用

五

1 1月 11日より

お取扱開始 ！

国

JA 肱川

●
左
記
の
所
で
お
取
扱
い
た
し
ま
す
。

ご
要
望
の
方
は
本
所
、
及
び
各
事
業

所
ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

【
取
扱
所
】
本
所

・
宇
和
川
事
業
所

大
谷
事
業
所

・
予
子
林
事
業
所

醤
油
工
場

・
農
機
セ
ン
タ
ー

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

J

A
が
｛
t怠
便
を
始
め
ま
し
た

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 川

肱川町森林組合

原＇動機付自転車の保障点検を ー
・

<口≫ 自賠責共済（保険）の期間が終了していませんか？
原動機付自転車には、車検がないため、自賠責共済（保険）の期間が終了しているこ

とに気付かずに運行しておられる場合があります。

無共済（保険）で運行すると、行政処分があります。

●6ヵ月以下の懲役または5万円以下の罰金！

●違反点数6点となり、免停処分！

すぐにナンバープレートのステッカーで確認しましょう 。一~

さらに

< 

1已詈亡号守戸空戸翌言戸号金※自動車共済の対人賠償に加入していない場合は、自己負担となります。

他人を負傷等させた場合、自賠責共済（保険）で支払われる共済（保険）金は120万
円までです。120万円といえば約 1ヵ月の入院に対する賠償金額でしかありません。
約 1ヵ月の入院を超える治療が必要な場合は、超過分の賠償が全て自己負担となっ
てしまいます。それも青天井です。

自賠責共済（保険）では、死亡の賠償でも最高3千万円しか支払がありません。 ， 

1 塁靡翡翌澪9認如雪霜品闘畠詈誌こ I

よりずつと危険です。

自動車共済の対人賠償（無制限）に加入 しておけば超過分は共済金で支払われます。
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ヵェ）レ

準1
ン¥¥)なれ もr替える」も、

eらくらくカエルe

喜胃4.5%
暑＇

喜門3.5%

戸払いプラン I 

例えば、？DO万円（毎月払い100万円、ポーナス払い100万円）を

返済期間5年(60回）で借りられた場合は

A自動車会社の JA自動車ローン JA自動車ローン

ローン (JA基準金利） (JA最優遇金利）

惜入金額 2.000,000円 2,000.000円 2,000,000円

返済回数 60回 60回 60回

毎月の返済額 20.758円 18,643円 18.191円

ポーナス月の返済額 147.136円 131.430円 128.066円

総返済額 2,509,260円 2.246.450円 2.190,210円

年 利 率 9.0% 4.5% 3.5% 

毎月の返済額の差 ▲ 2,115円 ▲ 2,567円

ポーナス月の返済額の差 ▲ 15.706円 ▲ 19,070円

総返済 額の差 ▲ 262,81 D円 ▲ 319,050円

JAヵ、お手（
云l)し

街な

こ返済には、別途保証料（融資額より差引徴求）が必要となります。

□゚戸：件間ご利用できる方

こ融資額

金利の変動

こ返済期間

ご返済方法

担保

保証人

C
 

保証料

ご利用時にご用意

していただく書類

おトクな金利軽減特典

JAとのお取引内容に応じて、金利を軽減（※最大l.0%
まで、年利3.5%）いたします。このチャンスお見逃しなく。

お問い合わせ先

平成8年ll月1日～平成9年4月30日
満年齢が20歳以上で、JAが定める条件

を満たしている方。

最高300万円まで。

融資期間中に金利は変動しません。

6ヵ月以上5年以内

毎月返済またはボーナス併用返済

不要です。

原則として不要です。

（愛媛県農業信用基金協会の保証を受け

ていただきます。）

年l.O％以内

•カーティラー等の見積書または契約書

●収入証明書 ●運転免許証

●健康保険証等

JA肱川融資課

乳
が
ん
は
欧
米
で
は
、
死
亡
・
罹
患
の
両
面

か
ら
女
性
に

一
番
多
い
が
ん
で
す
。
日
本
で
も

ほ
と
ん
ど
の
年
齢
層
に
お
い
て
、
死
亡
率
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
五
十
歳
代
と
い
う
比
較
的
若
い
時
期

に
ピ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
は
、
乳
が
ん
の
大
き
な

特
徴
で
壮
年
層
の
死
亡
の
増
加
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
実
際
に
、
壮
年
層
（
三
十
？
六
十
四
歳
）

に
限
る
と
部
位
別
の
が
ん
死
ト
ッ
プ
は
平
成
六

年
ま
で
は
胃
が
ん
で
し
た
が
、
七
年
に
お
い
て

は
乳
が
ん
が
胃
が
ん
を
四
十
三
人
上
回
り
、
初

め
て
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
や
は
り
食
物
や
生
活
様
式
が
欧

米
化
し
て
き
た
こ
と
が
原
因
の
一
っ
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
や
が
て
全
体
に
お
い
て
も
乳
が
ん

が
女
性
の
死
亡
率
の
一
位
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

乳
が
ん
の
約
九
五
％
は
、
し
こ
り
で
発
見
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
し
こ

り
が
で
き
る
だ
け
小
さ
い
う
ち
ー
で
き
れ
ば

一
Cm

以
下
ー
の
段
階
で
発

見
し
て
取
り
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
完
治
し
ま
す
。
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
早
期
発
見
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

♦
検
査
内
容

●

函
巡
回
（
乳
が
ん
検
診
車
「
さ
わ
や
か
号
」
）

女
性
部
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
コ

ー
ヒ
ー

一
杯
運
動
」
等
の
支
援
を
受
け
、

平
成
六
年
度
よ
り
マ
ソ
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
X
線
）
装
置
を
搭
載
し
稼
働

し
て
い
ま
す
。

唸
検
診
料
金
四
千
円
（
税
込
）

函
施
設
（
愛
媛
県
厚
生
連
健
診
セ
ン
タ
ー
）

巡
回
検
診
と
同
じ
く
マ
ソ
モ
ク
ラ
フ
ィ
に
よ
る
検
査
を
行
う
と
と
も

に
医
師
に
よ
る
視
診
・
触
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
巡
回
検
診
で
受
診

で
ぎ
な
か
っ
た
方
、
ま
た
地
域
に
検
診
車
が
入
ら
な
か
っ
た
方
は
是
非

健
診
セ
ソ
タ

ー
を
ご
利
用
下
さ
い
。

森
検
診
料
金
四
千
円
（
税
込
）

•
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
は
：
·

乳
房
を
X
線
撮
影
し
画
像
診
断
す
る
も
の
。
今
ま
で
発
見
が
難
し
い

と
さ
れ
て
い
た
微
少
の
ガ
ソ
の
発
見
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
撮
影
時
間

は

一
人
約
七
！
八
分
間
。
撮
影
は
片
側
乳
房
に
つ
き

二
枚
、
合
計
四
枚

の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

愛
媛
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
健
康
管
理
部
企
画
推
進
係
宛

〒
七
九

0

松
山
市
麿
子
町
五
三
三
ー
＿

T
E
L
O
八
九
ー
九
七

O
I
二
0
八
O
・
F
A
X
0
八
九
ー
九
七

0
1
二
0
八
八

阻年層(30~64歳）の部位別がん死亡数j

［女
乳房

胃
大腸

肺
肝臓
子 宮

性］
5,011（人）
4,968 
3,783 
2,954 
2,039 
1,960 

壮
年
層
の
ガ
ン
死
ト
ッ
プ
女
性
は
乳
房
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l巳翫晒冨疇 [-バ←哀・l l 
• __,' •. , ！ 

！ 

i 
！ 

！ 優良材生産は直材づくりから．／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ? 
！ 

t 

！ 
t 

！ 県森連市況 ！ 
！ 平成 8年10月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ? 

！ 大洲木市より （単位rn'当り：円） 市売日•••平成 8 年10月 14 日 ！ 
市売数呈 ••940ケース・ 17,300kg 

！ スギヒノキマッ 平均単価 4,230円
！ 

！長さ末口径 そ の他銘柄別単価
！ 

！ 直曲がり直曲がり 直 ！ 
l I 17 cm下本 449本 260本 798本 561

銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

} 8 Clil 上本 446本 260本 900本 891 こうこ 7,500 ~8,000 強特用大 4,000~ 5,000 強 t 
、4mll3 cm上 25,000 -59,000 -18CID上22,000 大 厚 7,000~7,500 強 特 用 中 4,600~ 5,800 強！i 18 Clil上24,400 -55,100 -24呵上 26,000

2 4 cm上24,900 I -I 55, 900 I -130cm上36,000 中 厚 7,000~8,000 強特用中小 4,200~ 5,000 強！
！ ! 7 cm下本 190本 112本 270本 260 中小厚 4,800....:.,5,800 保特用小 3,600~ 4,300 強

！ 
， 

8_ cm上本 260本 260本 571本 571 小 厚 4,000~ 4,600 強大パレ 3,400~ 3,800 強‘

l l3m 11 cm上1s,500 I I 35, 100 ’ 
! 13 cm上31,000 -59,000 -18CID上20,000 大ウス 5,500~ 6,000 強中パレ 3,500~ 4,000 強 t

！ 
18 cm上 27,000 -57,600 -4CID上23,000 中ウス 4,500 ~ 5,500 保中小パレ 3,400 ~ 3,800 強 t 
2 4 cm上19,800 30cm上

! 7cm下本 70本一本 70本一
中小ウス 4,300 ~ 4,600 保小バレ 2,000 ~ 2,500 強 t 

i l2mlf ~上本本一本本一 小ウス 3,000~ 3,800 保変形 2,600~ 3,800 強！

i 1~mlt6; 上 8,000 -22,000 -13CID上 ジャミ 2,300~ 3,000 保色悪ウス 2,500~ 3,600 強！
! 30 cm上 叫 t 

13 cm上32,900 I I 93. 100 
どんこ大 6,200 ~ 8,300 強色悪パレ 1,800 ~ 3,000 強

! 6 m 18 cm上 28600 84 400 どんこ中 5,600 ~ 6,700 強 4沫立ドソコ
t 

！ 
！ 特選

t 
258,900 どんこ小 3,800 ~ 5,000 強スライス 2,400 ~ 4,800 強 t 

! 
足 場 1 m当 た り 円～ 円 概況 前回より品柄が悪く乎均単価が少し下がった。しかし相場は依然とし
入荷材少々多くなる。杉・桧共に、柱中心に売行良好。相場強保合。松材、小 て堅調に推移した。香信系、ジャミは、保合～やや弱保合。厚肉系、と． i 

i 備考丸太についても強保合。 んこ系、パレ系は強保合で推移した。秋子は少量でも年内の出荷をお願
! 11月27日（水）は特別市を開催致 しますので宜しくお願い申し上げます。 いします。 ！ i .  ・・・- ! 

¥.---------------------------------------------------------」
△△△都市女性交流集会について△△釦込
去る 9月 7日、 8日の二日間、肱川町鹿野川 園地内において、林

業課主催による都市女性交流会が行われました。

これは、男性よりも地域への影響力の強い女性に森林を体験して

もらうことにより、そのP R活動の一端を担ってもらい、併せて女

性の細やかな観察力を今後の森林・林業の活性化に活かすことを目

的とするもので、外国人 6名を含む37名の参加者がありました。

イペントの内容は次の通りです。

•竹細工研修•森林学習会・オリエ｀ノテーリソグ
・内子町町並（製颯用具展示館）見学

一日目は、森林の効用についてのお話に続いて竹細工研修を行い、

皆慣れない手つきながらも、ノコやキリ、小刀を手に竹とんぽや一輪

括し、カッポ作りに興じ、夜は野外でのバーベキュー、地元産のしい

たけ（どんこ）をふんだんに使ったいもたきやタコ飯（特に外国の方

には珍しかったようで、「オータコメシ」と連呼）などの料理をふる

まい、お酒も入り実に楽しいひとときとなりました。

二日目は、クイズを解きながら山を散策、森林・林業について学

ぷオリエ｀ノテーリソグを行いました。これには皆、精一杯疲れていた

様子でした。

肱川町での現地研修を終え、その後一行は、内子町町並へと向か

いました。ここでは、昨年 4月に落成した製繊用具展示館（通称「木颯

展示館」）の視察を中心に、古い町並を見学しました。皆それぞれに学

び、そして日常とは違う光景を楽しんでいたようです。

今回の交流集会は参加者に大変喜ばれ、スタッフー同も達成惑を

持つことができました。それ と同時に、今回のような催しが、都市

住民に山村地域を知ってもらうためのきっかけになり、県民の山村

地域への理解につながっていくのでは、という手応えを感じること

ができました。
また、今回は欧米系の外国の方を招いたわけですが、この人た

ちの森林に対する考え方には驚かされました。彼女たちは、森林

に携わる人たちを尊敬し、そして森林での遊び方をよく知ってい

ました。日本の森林をみてもらい、そして外国人の森林に対する
考え方を教えてもらい、本当の国際交流ができたように思います。

今後、このような催しを数多く設け、都市と山村地域のつながり

を深めていぎたいと考えております。

参加者に対して行 ったアソケー トの結果を簡単にご紹介します。

＊外国人 6名を除く 31名中30名が回答
質問 ：あなたは肱川町のような山村地域に住んでみたいと思い

ますか。

全体の構成比 •はい 9名 30% ・いいえ 18名 60%
．どちらともいえない 3名 10%

「はい」の理由は、自然が良いからというもの．．「いいえ」の理由

には遊べないからというものが代表的でした。ただ「時々なら来

ても良い」という意見も多く見られました。

この他に、自由意見を募ったところ、代表的なものに「リラッ

クスできた。」とか、「自然が気持ちよかった」というのがありま

した。
これらの結果を考えると、山村地域に長期間留まることに否定

的であるのは残念に思いますが、「時々なら訪れてもよい」との回

答にもみられるように、森林に興味、親しみを持っていることは

感じられました。都市の人々は、休息のため、遊びのために森林

を訪ねたがっています。いかがですか皆さん。私たちが森林の番

人となり、都市の人々の案内役になってみては。

林業改良指導員 越智 慎吾

12月
3
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
2
月
4
日
（
水
）
中
津
方
面

12月
5
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
2
月
1
0
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
2
月
1
1
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
2
月
1
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
2
月
1
7
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
2
月
1
8
日
（
水
）
中
津
方
面

1
2
月
1
9
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
2
月
2
4
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
2
月
2
5
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
2
月
2
6
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
2
月
3
0
日
（
月
）
宇
和
川
北
方
面

1
2
月
1
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
2
月
1
3
日
（
金
）
本
所
地
区

1
2
月
2
0
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

1
2
月
2
7
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

12月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

1
2
月
4
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
2
月6
日
（
金
）
藤
野
原
•
町

12月
9
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

1
2
月
1
1
日
（
水
）
久
保

1
2
月
1
3
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

1
2
月
1
6
日
（
月
）
広
常
・
影
地

1
2
月
1
7
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

1
2
月
1
8
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

1
2
月
2
0
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

1
2
月
2
5
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

1
2
月
2
7
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

1
2
月
3
0
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

12
月
醤
油
配
達
予
定
表
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ま
す
。
缶
の
大
き
さ
は
、
高
さ

30cm
、

一

野

菜

＿

直

□□
[
:
バ
三
汀
1

ー

2

野

菜

週

間

は

仕

掛

け

に

近

寄

ら

な

い

が

、

モ

グ

ラ

撃

退

法

慣

れ

る

に

つ

れ

缶

に

落

ち

る

よ

う

に

モ
グ
ラ
は
、
野
菜
に
色
々
な
被
害
な
り
ま
す
。

を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
梅
雨
明
け

3

夜
中
に
ベ
ッ
タ
リ

後
、
根
元
の
土
を
持
ち
上
げ
る
と
枯
捕
獲
に
粘
着
、
ソ
ー
ト
を
使
う
方
法

れ
た
り
し
ま
す
。
防
除
法
も
プ
ロ
ペ
で
す
。
粘
着
、
ソ
ー
ト
に
は
、
ネ
ズ
ミ

ラ
や
捕
獲
器
を
使
っ
た
り
し
て
い
ま
取
り
用
の
市
販
品
の
他
、
ハ
エ
取
り

す
が
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
紙
も
使
え
ま
す
。
仕
掛
け
方
は
、
夜

そ
こ
で
、
安
価
に
で
き
る
モ
グ
ラ
の
間
に
モ
グ
ラ
穴
の
前
に
粘
着
、
ソ
ー

の
撃
退
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
卜
を
お
く
だ
け
で
す
。
モ
グ
ラ
は
夜

ー

ビ

ー

ル

の

缶

再

利

用

行

性

で

、

夜

の

間

に

穴

を

出

入

り

し

畑
の
周
囲
に
空
き
缶
を
さ
し
た
パ
て
動
き
回
る
た
め
、
粘
着
、
ソ
ー
ト
で

イ

プ

を

立

て

る

と

さ

プ

捕

獲

で

き

ま

す

。

た

だ

し

、

日

照

に

い
う
簡
単
な
も
の
る
を
パ
る
弱
い
の
で
日
中
は
取
り
除
き
ま
す
。

缶
て
て

の

し

立

大

洲

地

域

農

業

改

良

普

及

セ

ソ

タ

ー

II17[1.m[ 

5

m
の
鉄
棒
か
竹
を
利
用
し
ま
す
。
冬
期
の
水
田
管
理

設
置
は
、
缶
の
ふ
た
部
分
を
切
り
一
水
田
の
土
作
り

取
り
、
パ
イ
プ
に
か
ぶ
せ
る
だ
け
で
〈
土
づ
く
り
の
手
順
＞

す。

2

m
間
隔
に
設
置
す
る
の
が
効
①
良
質
な
有
機
物
の
施
用

果
が
一
番
あ
り
ま
す
。
風
で
缶
が
揺
堆
肥
や
稲
ワ
ラ
な
ど
の
有
機
物
を

れ
、
カ
タ
カ
タ
音
が
す
る
の
で
モ
グ
施
し
て
土
中
の
腐
植
含
量
を
高
め
ま

ラ

が

近

づ

き

ま

せ

ん

。

す

。

2

ミ
ル
ク
缶
で
慣
れ
た
頃
に
ど
ぽ
堆
肥
は
一

O
a
当
た
り
約
一

t
を

ん

施

用

し

ま

す

。

赤
ち
ゃ
ん
用
の
ミ
ル
ク
の
空
き
缶
稲
ワ
ラ
を
す
ぎ
込
む
場
合
、
一
〇

を
落
と
し
穴
と
し
て
利
用
す
る
捕
獲

a
当
た
り
二

0
槌
の
石
灰
窒
素
を
合

器

で

す

。

わ

せ

て

施

用

し

、

ワ

ラ

の

腐

熟

を

促

方
法
は
、
モ
グ
ラ
の
通
路
よ
り
や
進
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
イ
モ
チ
病

や
低
い
位
置
に
空
き
缶
を
埋
め
込
み
、
の
被
害
ワ
ラ
や
も
み
殻
は
次
年
度
の

缶
の
上
に
は
石
と
土
で
モ
グ
ラ
が
か
発
生
を
助
長
す
る
の
で
施
用
を
避
け

き
分
け
て
通
れ
る
位
の
ふ
た
を
し
ま
ま
す
。

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
上
に
は
、
肥
料
堆
肥
、
稲
ワ
ラ
と
も
に
湿
田
で
は

の
空
き
袋
な
ど
で
雨
水
の
侵
入
を
避
施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

け
、
中
を
賠
く
す
る
よ
う
覆
い
を
し
②
土
壌
改
良
材
の
施
用

茂
し
て
い
る
う
ち
に
目
印
を
つ
け
て

お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

間
伐
・
縮
伐
の
時
期
は
作
目
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
翌
年
枝
が
伸
長

す
る
こ
と
を
考
え
、
枝
が
交
差
し
て

き
た
ら
行
い
ま
す
。

新
植
に
あ
た
っ
て

新
植
に
あ
た
っ
て
は
立
地
条
件
を

充
分
考
え
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
落
葉
果
樹
は
風
当
た
り
が
つ

よ
い
と
落
葉
が
ひ
ど
く
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
樹
勢
が
定
ま
ら
ず
、
収
益

が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
壌
の

状
態
、
排
水
等
も
十
分
行
っ
て
く
だ

さ
い
。植

栽
場
所
が
決
定
し
た
ら
、
植
栽

図
を
作
成
し
ま
す
。

植
え
付
け
前
に
、
深
耕
、
土
壌
改

良
を
行
っ
て
お
き
ま
す
。

苗
木
は
ベ
ソ
レ
ー
ト
水
和
剤
又
は

ト
ッ
プ
ジ
ソ

M
水
和
剤
液
に
一

0
分

間
浸
け
、
根
の
先
端
の
健
全
な
部
分

で
切
り
返
し
ま
す
。

植
栽
時
に
は
、

①
根
を
乾
か
さ
な
い

②
土
を
十
分
に
細
か
く
し
、
根
と
よ

＜
馴
染
ま
せ
る
。

③
接
ぎ
木
分
を
埋
め
な
い

④
植
付
け
後
は
十
分
灌
水
し
、
土
と

根
を
よ
く
馴
染
ま
せ
る

冬
に
凍
害
に
合
い
や
す
い
と
こ
ろ

で
は
、
春
植
え
の
方
が
適
し
て
い
ま

フ
ェ
ロ
ケ
イ
カ
ル
を
一

0
a
当
た

り
一
五

0
ー
ニ

0
0
槌
施
用
し
ま
す
。

根
の
活
力
を
高
め
、
茎
業
を
丈
夫
に

し
、
イ
モ
チ
病
や
ご
ま
葉
枯
病
、
秋

落
ち
の
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
荒
耕
し
の
実
施

有
機
物
や
土
壌
改
良
材
を
施
用
後
、

年
内
の
う
ち
に
耕
し
て
お
ぎ
ま
す
。

冬
に
間
に
作
土
を
乾
か
し
、
堆
肥
や

稲
ワ
ラ
な
ど
の
腐
熟
を
早
め
、
養
分

を
作
物
に
吸
わ
れ
や
す
い
形
に
変
え

ま
す
。

二
水
田
の
多
年
生
雑
草
対
策

ホ
タ
ル
イ
、
カ
ヤ
ツ
リ
、
オ
モ
ダ

カ
、
ウ
リ
カ
ワ
等
の
水
田
多
年
生
雑

草
は
、
秋
ー
冬
に
耕
起
を
行
う
こ
と

で
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
多
年
生
雑
草
は
、
茎
ま
た
は
塊
茎

で
越
冬
し
、
翌
春
繁
殖
し
ま
す
。
発

生
は
長
期
に
わ
た
る
た
め
田
植
え
後

の
除
草
剤
だ
け
で
は
完
全
防
除
は
困

難
で
す
。
耕
起
に
よ
っ
て
土
壌
を
寒

気
に
さ
ら
し
、
塊
茎
や
地
下
茎
を
枯

死
さ
せ
る
こ
と
で
発
生
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

多
年
生
雑
草
の
発
生
が
多
い
水
田

は
、
冬
に
間
に
荒
起
こ
し
を
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

な

一
果
樹
の
管
理
一

め

em 

ぅ

置

落

葉

果

樹

ヰ

泣

土

30

国
冒
胃
言
二
[
[
一
[

低
樹
高
栽
培
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
—
|
〗
゜
]
-
悶
[
」
イ
＇

弓

ー

列

[
い
い
汀
戸
。
“
“
い
い
こ
二
旦
口

で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
収
穫
時

m化

に
よ
く
観
察
し
て
お
き
、
枝
薬
が
繁

＿

畜

産

＿

幼
畜
の
飼
養
管
理
と
畜
舎
環
境
の
見

直
し今

後
冬
期
に
入
る
た
め
、
飼
養
管

理
の
基
本
を
守
っ
て
下
さ
い
。

l

子
牛
の
飼
養
管
理

子
牛
の
体
温
調
節
機
能
は
出
生
直

後
す
で
に
完
成
し
て
い
る
が
、
新
生

子
牛
の
生
体
が
化
学
的
に
調
節
を
行

う
温
度
は

15
℃
で
あ
る
。
こ
の
温
度

は、

12
週
令
以
降
に
な
る
と
約
2
℃

に
ま
で
低
下
し
、
外
気
温
に
対
す
る

抵
抗
性
は
高
ま
る
。

特
に
肺
炎
や
下
痢
等
の
疾
病
に
よ

る
損
耗
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

日
常
の
観
察
を
十
分
に
行
い
、
異
常

が
あ
れ
ば
直
ち
に
獣
医
師
に
連
絡
し

対
策
を
講
じ
る
。

2

畜
舎
環
境
の
見
直
し

家
畜
を
寒
さ
か
ら
守
る
た
め
に
、

最
も
注
意
す
る
の
は
「
す
き
ま
風
」
で

あ
る
。畜

舎
を
点
検
し
、
す
き
ま
風
を
防

ぐ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
一
方
で

は
畜
舎
の
換
気
が
悪
く
な
る
。
畜
舎

が
閉
め
ら
れ
た
状
態
で
は
、
舎
内
は

多
湿
と
な
り
牛
床
等
か
ら
発
生
す
る

ア
ソ
モ
ニ
ア
な
ど
の
有
害
ガ
ス
に
空

気
が
汚
染
さ
れ
、
逆
に
肺
炎
や
発
育

阻
害
要
因
と
な
る
。

そ
こ
で
、
天
気
の
良
い
日
は
積
極

的
に
窓
等
を
解
放
し
、
換
気
を
行
う

と
と
も
に
、
適
切
な
飼
養
給
与
、
こ

ま
め
な
敷
料
交
換
や
糞
尿
処
理
な
ど

細
か
い
飼
養
管
理
を
行
う
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

尾

形

雅

子
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｀
 川

上
薩
工
会
図

H
部
会

肱
lllク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ン
フ
会

．． 
ニ上二12月24日閃～31日l~ l月6日tll ) ， 7日I火1 lll上酉工会2F

1月981;j;)・10日偉1河辺村老人福祉センター

干前9時～午1驀5時

三
等

四
等

五
等

大
き
な
夢
・
豪
i

平
景
品
大
サ
ー
ビ
ス

歳
末
連
合
大
売
出
し

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
ヵ
月
余
り
と
な
り
、

冬
の
気
配
を
ひ

し
ひ
し

と
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。肱

川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ソ
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
加
盟
店

で
は
、
一
年
間
の
ご
愛

顧
に
感
謝
し
て
今
年
も

例
年
ど
お
り
十

二
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヵ
月
間
、
肱
川
町

と
河
辺
村
で
歳
末
連
合
大
売
出
し
を
行

い
ま
す
。

特
等
に
は
ワ
イ
ド
テ
レ
ビ
が
五
本
、

そ
の
他
に
一
等
か
ら
五
等
ま
で
各
種
景

品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
年
始
の

商
品
を
は
じ
め
日
用
品
ま
で
手
ご
ろ
な

価
格
で
提
供
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
お
買
得
商
品
を
豊
富
に

揃
え
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利
用
は
ぜ

ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下
さ
い
。

藍
累
涎
戸

l¥-]F」
，
ー
1
[

し

Ir、
」
し

r
L
I
L

'‘
 直

一
、
ら
そ

日
頃
の
こ
愛
顧
に
諮
謝
の
気
持
ち
を
迅
め
て
・
｀
•

年
末
に
は
、
下
記
の
歳
末
連
合
大
売

出
し
加
盟
店
を
ご
利
用
の
上
、
好
運
を

お
引
き
当
て
下
さ
い
。
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5
こ
、

＊

期

間

十
二
月
一
日
か
ら

三
十

一
日
ま
で
の

ー
カ
月
問
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

大
売
出
し
期
間
中
、
五
百
円
の
お
買

い
物
に
一
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

＊

抽

選

抽
選
補
助
券

二
十
枚
で

一
回
抽
選
出

来
ま
す
。

＊
抽
選
期
間

・
抽
選
会
場

◎
十
二
月
二
十

四
日
か
ら
三

十

一
日
ま

で
と
、
一
月
六
日
、
七
日
の
十
日
間

は
、
肱
川
町
・
川
上
商
工
会

二
階
集

会
室
で
行
い
ま
す
。

◎
一
月
九
日
・
十
日
の

二
日
間
は
河
辺

村
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

＊

景

品

特

等

ワ

イ

ド

テ

レ

ビ

五

本

一
等
全
自
動
洗
濯
機
・
テ
レ
ビ
デ

ォ
、
オ
ー
プ
ソ
レ
ン
ジ
他
豪

華
景
品

実
用
向
き

の
各
種
景
品
。

五
百
円
の
商
品
券

日
用
品
各
種
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時の経つのを忘れ語り合った交流会

我
々
は
、
現
在
青
年
部

が
抱
え
て
い
る
問
題
、
そ

し
て
今
後
の
対
応
を
話
し

合
う
た
め
、
島
根
県
大
社

町
商
工
会
青
年
部
と
の
研
修
交
流
を
実

施
し
た
。

ま
ず
、
自
己
紹
介
に
つ
づ
き
、
総
会

資
料
の
交
換
・
説
明
を
行
な
い
互
い
の

部
活
動
の
現
状
を
理
解
し
合

っ
た
。

大
社
町
は
、
縁
結
び
の
神
、
福
の
神

で
名
高
い
大
国
主
神
を
奉
る
出
雲
大
社

が
あ
る
全
国
的
に
知
ら
れ
た
町
で
あ
り
、

人
口
も

一
万
七
千
人
あ
ま
り
。
商
工
会

の
会
員
数
八
―
二
人
。
私
達
、
川
上
商

工
会
の
規
模
と
は
か
な
り
な
差
が
あ

っ

た
。
し
か
し
青
年
部
の
部
員
数
は

三
九

名
と
少
な
く
、
有
資
格
者
で
未
加
入
の

若
者
が
多
数
存
在
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
事
業
内
容
は
、
全
体
に
観

光
面
で
の
ベ
ン
ト
が
主
流
と
な
り
地
域

に
貢
献
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
部
員

1青年部だより

の
時
間
的
負
担
が
か
な
り
多
い
と
の
で
、

会
社
や
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
、
青
年
部
に
加
入
出
来
な
い
と
説
明

さ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
イ
ベ
ソ
ト

事
業
に
関
し
て
は
、
手
伝
い
や
人
数
合

わ
せ
で
参
加
す
る
の
で
な
く
事
業
を
整

理
し
、
実
施
参
加
す
る
と
と
も
に
、
今

ま
で
以
上
に
役
場
青
年
部
会
や
青
年
会

議
所
、
青
年
団
、
農
業
後
継
者
等
の
他

の
若
者
の
団
体
と
イ
ベ
ソ
ト
の
振
り
分

け
協
力
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

説
明
さ
れ
た
。

大
社
町
は
、
出
雲
大
社
が
あ
り
年
間

多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
経
済
効

果
と
し
て
は
、
宿
泊
客
は
玉
造
温
泉
や

湯
の
川
温
泉
に
流
れ
て
し
ま
い
、
観
光

の
メ
リ
ッ
ト
が
地
元
経
済
に
波
及
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
普
段
の
消
費
購
買
も
、

御
多
分
に
漏
れ
ず
、
隣
の
出
雲
市
に
流

失
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
今
年
度
か

ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
主
体
か
ら
、
事
業
経

営
に
関
す
る
活
動
も
取
り
入
れ
、
専
門

部
会
で
ま
ず
情
報
交
換
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
す
る
と
語
ら

れ
た
。

予
定
の
時
間
を

二
時
間
余
り
も
超
過

す
る
大
変
有
意
義
な
研
修
交
流
会
と
な

り
、
改
め
て
、
青
年
部
活
動
は
地
域
社

会
へ
の
貢
献
と
、
経
営
者
と
し
て
の
資

質
の
向
上
と
い
う

二
本
柱
で
活
動
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
交
流
会

で
あ

っ
た
。

前
向
き
な
活
動
を
誓
っ
た
交
流
会

乎
八
年
度
県
外
研
修
事
業

婦人部だより

西

海

町

で
交

流

私
達
川
上
商
工
会
婦
人

部
は
十
四
名
の
参
加
で
、

十
月

二
日
西
海
町
商
工
会

婦
人
部
と
の
交
流
会
に
出

発
し
ま
し
た
。
長
か
っ
た

道
程
も
婦
人
部
長
さ
ん
達
が
暖
か
く
迎

え
て
下
さ
っ
た
事
と
、
紺
碧
の
海
を
見

て
、
疲
れ
も

一
度
に
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

商
工
会
に
到
着
後
、
早
速
交
流
会
を

進
め
ま
し
た
。
資
料
を
交
換
し
話
を
し

て
み
る
と
、
行
事
内
容
は
大
体
同
じ
様

で
し
た
。
が
、
地
区
の
お
祭
り
イ
ベ
ソ

ト
に
年
―――

回
参
加
し
活
躍
さ
れ
て
い
る

様
子
に
惑
心
し
ま
し
た
。
私
逹
は
、
年

一
回
の
夏
ま
つ
り
に
参
加
す
る
こ
と
で

大
変
だ
と
思

っ
て
い
る
有
様
で
す
か
ら
。

そ
し
て
、
地
元
に
あ
る
つ
わ
ぶ
ぎ
の
粕

漬
け
の
特
産
品
作
り
に
取
組
む
に
あ
た

り
、
他
地
区
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
に

教
わ
っ
た
。
六
月
末
の
梅
雨
時
に
つ
わ

ぶ
き
を
取
り
に
山
へ
行
く
と
、
マ
ム
シ

が
出
る
の
で
恐
い
思
い
を
す
る
。

で
も

味
が
良
く
、
非
常
に
好
評
な
の
で
、
民

宿
等
で
も
製
造
す
る
様
指
導
し
、
西
海

町
の
名
産
と
し
て
の
普
及
を
図
っ
て
行

き
た
い
。
と
の
お
話
に
と
て
も
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
我
町
に
も
特
産
品
は
数

あ
れ
ど
「
婦
人
部
で
特
産
品
が
生
ま
れ

る
と
い
い
な
」
と
の
思
い
が
し
ま
し
た
。

実
現
す
れ
ば
、
今
日
の
交
流
会
は
大
成

功
で
す
。

そ
の
他
、
財
源
、
活
性
化
の

苦
労
話
等
を
話
し
合
っ
て
交
流
会
を
終

え
ま
し
た
。

次
は
、
宇
和
海
海
中
公
園
の
視
察
で 会

交流会に参加された会員のみなさん

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

間
の
行
事
の

一
環
と
し
て
大
洲
税
務
署

に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
役
立

つ
場
所
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎
中
学
生
の
部

【
銅
賞
】

河
辺
中
学
校

【
佳
作
】

河
辺
中
学
校

年

国

井

悟

年

本

田

暁

子

五
年

五
年

六
年

道
展
」
の
作
品
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
租
税
教
育
と
納
税

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
大
洲
喜
多
租

税
教
育
推
進
協
議
会
並
び
に
大
洲
税
務

署
、
八
幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎

年
実
施
さ
れ
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
千
六
百
六
十
九
点
の

作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
中
野
小
学
校
、
予
子

林
小
学
校
、
正
山
小
学
校
の
三
校
、
河

辺
村
か
ら
は
河
辺
小
学
校
、
河
辺
中
学

校
か
ら
合
計
百
七
名
が
出
品
し
、
次
の

方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
小
学
生
の
部

【
銀
賞
】

正
山
小
学
校

”
 

【
入
選
】

中
野
小
学
校

予
子
林
小
学
校

河
辺
小
学
校

冨
永

佳

織

堀

川

史

恵

山
崎
な

つ
み

十
月

二
十
八
日
大
洲
商
工
会
議
所
に

お
い
て
、
大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
の
主
催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書

新
造
船
「
ゆ
め
か
い
な
号
」
に
胸
を
ワ

ク

ワ
ク
さ
せ
な
が
ら
乗
船
し
ま
し
た
。
客

室
が

一
m
上
下
す
る
双
胴
型
で
、
海
中

を
眺
め
る
時
は
下
り
移
動
時
は
海
面
上

に
出
て
時
速
四
十
五
km
で
走
り
ま
す
。

海
中
の
サ
ソ
ゴ
の
中
、
熱
帯
魚
が
遊
泳

し
、
私
達
は
、

一
時
幻
想
的
な
世
界
に

浸
る
事
が
出
来
感
激
し
た
も
の
で
す
。

帰
路
サ
ソ
パ
ー
ル
に
立
寄
り
南
宇
和
郡

の
特
産
品
を
視
察
し
て
、

一
日
研
修
を

終
え
ま
し
た
。

ハ
年

ハ
年

沖
野

北
川

美
香

智
子
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鹿
野
川
へ
戻
っ
て
家
業
を
継
い
で
か

ら
は
や
二
十
年
。
「
こ
ん
な
小
さ

な
町

で
妙
な
対
抗
意
識
を
も
っ
て
も
始
ま
ら

な
い
、
横
の
つ
な
が
り
が
大
切
」
と
語

る。
八
年
前
、
店
舗
を
ク
リ
ー
ソ
な
イ
メ
ー

ジ
に
新
築
さ
れ
仕
事
も
順
調
、
そ
の
他

P
T
A
、
消
防
団
な
ど
地
域
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
い
さ
さ
か
つ
か

れ
た
と
こ
ぼ
し
な
が
ら
も
活
動
的
な
毎

日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子
。

大
の
野
球
好
き
で
「
野
球
は
巨
人
と

松
山
商
」
と
言
い
切
る
。
自
宅
の
玄
関

を
は
い
る
と
、
一
昨
年
の
ジ
ャ
イ
ア
ソ

日
本
一
の
と
ぎ
の
も
の
か
長
嶋
監
督

の
胴
上
げ
シ
ー
ン
の
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ

て
い
る
。
実
は
巨
人
フ
ァ
ソ
と
い
う
よ

り
は
長
嶋
フ
ァ
ソ
で
、
以
前
に
監
督
を

解
任
さ
れ
た
と
き
は
怒
り
に
燃
え
て
、

親
会
社
の
読
売
新
聞
本
社
に
抗
議
の
電

話
を
入
れ
た
と
か
。
松
商
は
自
身
の
出

身
校
で
も
あ
り
、
今
年
は
決
勝
戦
に
甲

子
園
ま
で
駆
け
つ
け
た
。
そ
の
と
き
、

近
所
の
子
供
さ
ん
を
連
れ
て
行
か
れ
た

‘‘-、

と
聞
ぎ
、
な
ん
と
粋
な
、
気
の
き
い
た

人
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

若
い
頃
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
部
落

チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
な
る
が
、
ハ
ッ

ス
ル
し
す
ぎ
で
二
度
の
骨
折
、
入
院
と

あ
い
な
り
引
退
。
し
か
し
最
近
、
め
げ

ず
に
野
球
を
始
め
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
は

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
る
。
パ
チ
ソ
コ
と
マ
ー

ジ
ャ
ソ
も
人
並
み
（
以
上
と
い
う
説
も
）

に
こ
な
す
と
い
う
。

こ
う
い
っ
て
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い

が
、
”
面
白
い
“
人
の
よ
う
だ
。

こ
の
取
材
の
時
も
、
冗
談
を
ま
ぜ
て

話
し
て
い
た
だ
ぎ
、
人
を
笑
わ
か
せ
た

り
、
楽
し
ま

せ
た
り
す
る
の
が
ど
う
も

好
き
ら
し
い
。
そ
の
辺
を
た
ず
ね
て
み

る
と
、
「
そ
う
だ
け
ど
、
む
し
ろ
人
の

い
や
が
る
こ
と
は
言
い
た
く
な
い
し
、

し
た
く
な
い
」
と
の
こ
と
。

え
て
し
て
人
は
、
こ
れ
を
言
え
ば
、

そ
の
人
が
い
や
が
る
だ
ろ
う
と
わ
か
っ

て
い
な
が
ら
口
に
す
る
時
が
あ
る
。
そ

れ
は
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
な
の

か
、
単
に
い
じ
わ
る
心
な
の
か
、
考
え

鹿
野
川
主
婦
の
店

野
球
大
好
き
中
年

二

宮

秀

一

さ

ん

12
月
実
施

12
月
5
日

を興
実事
施業
L_J 

て
み
る
と
つ
ま
ら
な
い
事
で
あ
る
。

仕
事
で
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、

言
葉
に
す
る
と
少
々
気
取
ず
か
し
い
が

と
前
置
ぎ
し
「
ま
じ
め
に
、
誠
実
に
」
と

答
え
た
。

川
上
商
工
会
で
は
、
「
社
会
一
般
の

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、
生
涯
学
習
振
興
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
中
小
企
業
者
及
び
地

域
住
民
等
を
対
象
と
し
て
、
地
域
学
習

事
業
（
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
芸

能
及
び
物
産
展
等
）
、
教
養
講
座
（
ワ
ー

プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ソ
講
座
等
）
、
生
活
文

化
事
業
（
体
験
研
修
、
自
然
学
習
教
室

及
び
音
楽
祭
並
び
に
講
演
会
等
）
、
ス

ポ
ー
ツ
関
連
事
業
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
福
祉
の
増

進
等
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

生
涯
学
習
事
業
は
、
す
で
に
終
わ
っ

た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
実
施
す

る
予
定
の
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

健
康
講
座

（
肱
川
町
公
民
館
・
河
辺

村
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー
）

郷
土
芸
能
体
験
学
習

【
大
谷
文
楽
】

（正
山
小
学
校
）

新
し
い
商
業
改
革
の
風

は
、
す
で
に
活
力
を
失
い

か
け
た
地
域
商
業
の
生
命

を
次
々
と
奪
い
つ
つ
あ
る

よ
う
だ
。

と
り
わ
け
お
客
の
生
活

が
変
化
し
て
、
今
ま
で
の

よ
う
に
同
じ
商
品
を
同
じ

よ
う
に
繰
り
返
し
買
っ
て
く
れ
る
と
い

う
パ
タ
ー
ソ
か
ら
、
絶
え
ず
変
化
を
求

め
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
、
よ
り
一
層

の
豊
か
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ぎ

て
い
る
。
生
産
者
も
こ
れ
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
商
品
を
絶
え
ず
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
新
製
品
を
生
み
出
し
て
こ
れ
に
応

え
て
き
た
。
こ
の
―
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
、

ま
た
新
し
い
変
化
を
つ
く
り
出
し
て
き

た
の
だ
が
、
地
域
窃
業
は
規
模
に
お
い

て
も
能
力
の
面
で
も
、
こ
う
し
た
動
き

に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
の

が
衰
退
理
由
の
一
っ
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。し

か
も
こ
の
よ
う
な
消
費
と
生
産
と

の
両
面
で
起
こ
っ
て
き
た
変
化
に
、
確

実
に
対
応
で
き
る
新
興
商
業
が
台
頭
し
、

急
速
に
成
長
し
て
既
存
の
伝
統
的
地
域

商
業
の
市
場
を
大
き
く
奪
い
つ
つ
あ
る

の
が
、
昨
今
の
状
況
で
あ
ろ
う
。

パ亙秋冬
1
月
2
1
日

12
月
実
施

男
性
の
料
理
教
室

（
肱
川
町
公
民
館
）

生
涯
学
習
講
演
会

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス

ト
・
山
口
香
氏

「
柔
道
一
筋
・
私
の
青
春

と
生
き
が
い
」

（
肱
川
町
公
民
館
）

-
．つ
の
事
象
を
あ
げ
る
と
、
車
社
会

に
対
応
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
要
因
と

言
え
る
。

つ
ま
り
お
客
の
車
の
ほ
う
が

は
る
か
に
数
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
た
め
に
お
客
は
自
分
で
買
い
に
出

か
け
た
ほ
う
が
早
く
商
品
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
他
に
も
遠
け
れ
ば
有
料
で
も
注
文
し

て
送
ら
せ
る
通
信
販
売
や
カ
タ
ロ
グ
セ
ー

ル
、
加
え
て
い
う
な
ら
ば
、
自
動
販
売

機
の
普
及
も
特
定
の
店
舗
と
お
客
を
む

す
ぶ
線
を
切
る
こ
と
に
加
勢
し
た
と
思

゜
ぅ

以
上
、
地
域
商
業
が
衰
退
し
た
要
因

を
述
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ
が
、

商
店
経
営
者
が
外
か
ら
受
け
る
こ
れ
ら

の
現
象
を
時
流
と
し
て
と
ら
え
た
ら
、

”
車
で
は
道
が
狭
く
て
入
っ
て
い
き
に

く
い
。
駐
車
禁
止
・
駐
車
場
な
し
。
“

等
の
問
題
は
、
現
在
商
工
会
内
の
活
性

化
委
員
会
で
検
討
中
の
『
道
の
駅
』

『
パ
テ
ィ
オ
事
業
』
に
期
待
を
持
た
ざ

る
を
え
な
い
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

、0
し

し
か
し
な
が
ら
そ
こ
に
踏
み
込
む
前

に
、
も
う

一
度
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
商
い
は
今
日
、
一

個
人
の
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
手
段

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
規
模
は
ど
う

で
あ
れ
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
活
に
か

か
わ
る
重
要
な
供
給
機
能
の
義
務
を
負
っ

た
社
会
活
動
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
仕
事

に
携
わ
る
こ
と
は
、
社
会
の
道
義
に
も

と
り
、
伝
統
的
地
域
商
業
も
衰
退
の

一

途
を
た
ど
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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私
は
、
旧
喜
多
郡
宇
和
川
村
大
字
宇

和
川
甲
―

1
0
一
番
地
に
、
父
中
居

武
市
、
母
ヒ
サ
の
五
男
と
し
て
昭
和

四
年
八
月
十
八
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

末
っ
子
の
せ
い
も
あ
っ
て
大
変
可
愛

が
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
一
年
四
月
、

旧
中
野
小
学
校
（
上

中

野

）

に

入

学

し

ま

回

゜

し

た

。

勉

強

は

、

そ

〇

ー

こ

そ

こ

で

、

い

た

ず

第

ら
・
遊
び
好
き
の
少

[ht

>>

(

と
も
思
う
よ
う
に
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

：

•
9
,
'

，
'，

そ
れ
で
も
四
年
生
の
頃
よ
り
相
撲
に
目

覚
め
、
体
育
の
時
間
は
、
い
つ
も
土
俵

の
上
で
い
る
く
ら
い
好
き
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
十
四
年
、
十
五
年
、
十

六
年
と
川
上
区
相
撲
大
会
に
お
い
て
連

続
個
人
優
勝
、
昭
和
十
五
年
、
十
六
年

に
は
、
団
体
優
勝
も
い
た
だ
き
、
県
護

国
神
社
の
大
会
に
も
出
場
い
た
し
ま
し

こ
。

t
 支

那
事
変
が
お
さ
ま
る
こ
と
な
く
、

次
の
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
れ
か

上
鹿
野
川

ら
と
い
う
も
の
は
毎
日
、
農
業
の
手
伝

い
等
で
大
好
ぎ
な
相
撲
も
取
れ
ず
、
勉

強
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
、
国
民
学
校
高
等
科
に

入
学
、
十
九
年
三
月
に
卒
業
、
そ
の
年
、

呉
海
軍
工
廠
水
雷
部
機
材
工
場
松
山
兵

1

、
曹
＇

機
に
入
社
し
ま
し

た
。
工
場

で
は
、

古

し

戦

争

の

た

め

の

訓

t
て

t

練
だ
け
で
、
あ
ま

｀

炉

-

り

仕

事

ら

し

い

こ

ァ

と

を

さ

せ

て

も

ら

g

手
、
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

翌
年
、
昭
和
二

十
年
、
七
月
二
十

J
 

ヽ
［

六
日
の
夜
、
空
襲

の
た
め
松
山
は
焼

け
野
原
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も

勝
利
を
信
じ
て
毎
日
、
工
場
の
復
旧
に

努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
、
広
島
・

長
崎
の
原
爆
、
空
襲
が
あ
り
、
十
五
日
、

終
戦
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
に
、
実
家
に
は
帰
り
ま
し
た
が
、

終
戦
の
ど
さ
く
さ
で
定
職
も
な
く
、
ブ

ラ
プ
ラ
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
半
年
ほ

ど
し
て
障
脳
工
場
か
ら
誘
い
が
あ
り
、

一
年
間
の
約
束
で
勤
め
ま
し
た
。
郵
便

局
の
臨
時
職
員
も
し
た
り
し
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
四
年
頃
よ
り
経
済
も
安
定
し

中

居

私
の
歩
ん
だ
道

満

登

(67
歳

,9, 

始
め
、
私
の
仕
事
も
決
ま
り
上
田
建
設

株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
夢
中
で

働
き
、
五
年
後
に
は
世
話
役
も
任
さ
れ
、

そ
の
間
、
ダ
ム
建
設
の
話
も
で
き
、
忙

し
い
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
に
は
、
小
さ
い
な
が
ら

も
我
が
家
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
昭
和

三
十
一
年
に
は
、
妻
ミ
ッ

ョ
を
む
か

え
、
三
人
の
子
供
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
四

0
年
二
月
、
肱
川
建
設
に
転

職
し
ま
し
た
。
忙
し
く
仕
事
を
す
る
な

か
、
趣
味
で
あ
る
川
釣
り
、
山
猟
に
も

出
か
け
、
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
は
カ
ラ

オ
ケ
に
も
挑
戦
し
、
た
く
さ
ん
の
友
人

と
も
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
は
、
骨
董
品

に
も
関
心
を
も
ち
、
壺
、
と
っ
く
り
、

花
瓶
な
ど
も
少
々
も
っ
て
い
ま
す
。
特

に
刃
が
い
ち
ば
ん
好
き
で
七
振
り
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
趣
味
を
い
か
し
、
楽
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
三
年
三
月
、
現
在

の
病
気
に
な
り
、
家
庭
療
養
し
て
お
り

ま
す
。
今
で
も
福
祉
関
係
の
方
々
、
保

健
セ
ソ
タ
ー
、
肱
流
苑
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、
一
ヵ
月
に
三
回
ー
四

回
楽
し
く
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
暖
か
い

励
ま
し
を
う
け
な
が
ら
、
元
気
に
楽
し

く
一
日
で
も
長
く
人
生
を
歩
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
の
周
り
の
方
々
、
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

僕
が
青
年
部
に
入
部
し

た
い
き
さ
つ
は
、
青
年
部

員
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て

い
た
先
輩
か
ら
「
商
工
会

員
の
後
継
者
で
組
織
し
て

い
る
、
青
年
部
と
い
う
団

体
が
あ
る
が
入
部
し
て
み

な
い
か
。
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
入
部
し

た
時
は
、
ど
ん
な
事
業
を
す
る
の
か

全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
言

い
つ
つ
十
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
は
、
大
野
立
志
部
長
は

じ
め
、
二
十
五
名
の
部
員
が

一
致
団

結
し
て
、
多
々
あ
る
年
間
行
事
を
意

欲
的
に
、
一
っ
―
つ
こ
な
し
て
い
ま

す。
青
年
部
活
動
の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
事
業
、
鹿

野
川
夏
ま
つ
り
の
ビ
ッ
ク
リ
市
、
講

習
会
の
開
催
、
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
県
外
研
修
旅
行
の
よ
う
な
楽

し
い
行
事
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
事
が
体
験
で
き
る
し
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
に
、
何
が
で
ぎ
、
何
が

必
要
な
の
か
見
極
め
な
が
ら
、
部
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
―
つ
の
問
題
は
、

青 年 部 雑感
、.̀

現
在
は
部
員
数
も
少
な
く
な
り
、
今

後
の
青
年
部
活
動
は
ど
う
な
る
の
か
、

ど
う
な
っ
て
行
く
の
か
？
問
題
で
す
。

よ
い
知
恵
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

十
一
月
下
旬
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ソ
事
業
に
よ
る
ッ
リ

ー
等
の
点

灯
も
始
め
ま
す
。
青
年
部
一
同
で
、

一
致
団
結
し
て
ガ
ソ
バ
ッ
テ
成
功
に

お
さ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
部

O

B
の
皆
さ
ん
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
、
商
工

会
青
年
部
の
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
今
後
も
青
年
部
の
一

人
と
し
て
ガ
ソ
バ
ッ
テ
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
、
青

年
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
に
出
来
る
こ
と
か
ら
、
一

つ
ず
つ
確
実
に
こ
な
し
た
い
。
今
後

の
青
年
部
活
動
が
楽
し
み
で
す
。
自

分
の
仕
事
も
、
ガ
ソ
バ
ッ
テ
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

村

田

善

一
致
団
結
し
て
活
動
を
盛
り
上
げ
る
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第 7回愴き風心を儒く人権集会」

•ll|ヒtさlIli権-9 
第
七
回
「
「
熱
き
風

心
を
開
く
人
権
集

会
」
を
、
十
一
月
六

日
（
水
）
、
肱
川
中
学

校
で
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
外
よ
り
約
三
百

六
十
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
正
山
・

岩
谷
・
予
子
林
の
各
小
学
校
と
肱
川

中
学
校
で
の
公
開
授
業
を
実
施
し
、

中
学
校
で
全
体
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
で
は
、
大
谷
小

学
校
児
童
に
よ
る
子
供
文
楽
を
上
演

し
ま
し
た
。

大
会
長
で
あ
る
岩
田
忠
義
さ
ん
が
、

問
題
解
決
に
意
義
あ
る
大
会
に
な
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
町
長
、
議

長
よ
り
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
中
学
生

に
よ
る
合
唱
「
時

の
旅
人
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

私
の
主
張
で
は
、

小
学
生
代
表
と
し

て
、
正
山
小
学
校

の
山
田
み
ゆ
き
さ

ん
が
、
自
分
自
身

が
経
験
し
た
こ
と

を
も
と
に
発
表
し

ま
し
た
。
中
学
生

代
表
と
し
て
、
森

あ
す
か
さ
ん
が
、

t 
• -

講演中の中山英一先生

令

君
に
友
の
優
し
さ
伝
え
た
い

i
,
 r
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身
近
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、

高
校
生
を
代
表
し
て
肱
川
分
校
安
川

新
平
君
が
、
社
会
の
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
、
保
護
者
代
表
と
し
て
、
大

谷
小
P
T
A
会
長
の
上
田
恒
雄
さ
ん

が
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
事
業

所
代
表
と
し
て
、

J
A
肱
川
三
好

一

男
さ
ん
が
、
百
聞
は
一
行
に
し
か
ず

と
題
し
て
意
見
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
の
後
、
長
野
県
同
和
教
育
推

進
協
議
会
顧
問
・
中
山
英
一
先
生
が
、

「
人
間
の
誇
り
う
る
と
き
」
と
題
し
て

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
は

江
戸
時
代
の
俳
人
（
芭
蕉
．
蕪
村
・

一
茶
）
の
句
を
例
に
と
り
な
が
ら
、

差
別
と
は
と
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
、
自
分

が
体
験
し
た
差
別
を
話
さ
れ
、
差
別

は
な
く
な
る
も
の
で
な
く
、
な
く
す

る
も
の
で
あ
る
。
差
別
と
は
人
権
侵

害
で
あ
る
。
差
別
を
な
く
す
る
た
め 中学生による「時の旅人」の合唱

に
は
、
差
別
す
る
こ
と
の

罪
深
さ
を
理
性
で
理
解
し
、

差
別
さ
れ
る
人
の
心
情
を

情
念
と
感
性
と
し
て
理
解

し
、
子
供
た
ち
は
学
力
と

し
て
、
大
人
た
ち
は
教
養

と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と

が
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
権
集
会
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
冊

子
と
し
て
配
布
し
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

十

一
月
十
日
（
日
）
、
県
民
文
化
会

館
に
お
い
て
、
県
文
楽
合
同
公
演
大

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
五
つ
の
文
楽

と、

三
瓶
、
済
美
の
二
つ
の
高
校
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
が
主
催
し
、

三

十
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
よ
り
大
谷
文
楽
の
十
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
観
客
の
中
に
は
外
国

の
方
も
お
り
ま
し
た
。
た
だ
若
い
人

が
伝
統
文
化
に
ふ
れ
よ
う
と
し
な
い

の
が
残
念
で
す
。
町
で
は
、
年
一
回

各
分
館
を
巡
り
、
文
楽
の
公
演
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
生
か
し
て
伝
統
文
化
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

統
文
ーィ
を
後
世
に

松山での公演の 1シーン

「私の主張」を発表されるみなさん
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開催

十
月
十
七
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
、
全
国
へ
き

地
教
育
研
究
大
会
（
分

科
会
）
は
、
県
内
外
よ

り
二
百
十
五
名
と
い
う

大
勢
の
方
々
に
来
て
い

た
だ
き
、
盛
会
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

(
P
T
A
、

本
校
の
教
職
員
を
含
め

る
と
二
百
四
十
六
名
）

児
童
た
ち
も
、
落
ち

着
い
て
元
気
よ
く
活
躍

し
、
お
誉
め
の
言
葉
を

た
く
さ
ん
の
方
々
よ
り

頂
き
ま
し
た
。
特
に
、

『
大
谷
子
供
文
楽
』
で

は
、
す
ご
く
感
動
し
た

と
、
会
の
席
上
で
も
、

終
わ
っ
た
あ
と
で
も
、

会
う
人
ご
と
に
言
わ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
か
ら

み
て
も
、
練
習
の
と
き

よ
り
ず

っ
と
素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
で
し
た
。

公
開
授
業
の
ほ
う
は
、

新
し
い
試
み
と
し
て
、

『
全
校
学
級
活
動
』
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

『
全
校
学
級
活
動
』
と

い
う
の
は
、
全
校
児
童

を
対
象
と
し
た
学
級
活

動
で
す
。
児
童
の
発
達

段
階
を
考
慮
し
て
、
各

学
級
ご
と
に
行
う
学
級

文楽を披露する児童たち

活
動
を
、
全
校
児
童
一
緒
に
行
う
や

り
方
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。

全
校
児
童
一
緒
に
導
入
段
階
を
行

い
、
次
に
学
年
に
応
じ
た
指
導
を
各

教
室
で
指
導
し
て
、
ま
た
、
全
校
一

緒
に
ま
と
め
を
す
る
、
と
い
っ
た
授

業
形
態
で
す
。
こ
の
や
り
方
は
、
全

国
で
も
例
を
見
な
い
や
り
方
の
よ
う

に

思

い

ま

す

。

．

小
人
数
の
た
め
、
話
し
合
い
の
深

ま
り
が
な
か
な
か
出
せ
な
い
の
を
、

一
年
か
ら
六
年
ま
で
一
緒
に
な
る
こ

と
で
補
っ
て
い
こ
う
と
試
み
た
わ
け

で
す
。こ

の
公
開
授
業
に
つ
い
て
も
、
新

し
い
試
み
と
し
て
評
価
さ
れ
、
帰
っ

て
早
速
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
学
校

の
先
生
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

助
言
者
、
講
師
の
先
生
に
も
誉
め

公
開
授
業
に
高
い
評
価

ら
れ
、
翌
日
の
分
散
会
の
席
で
も
、

例
に
出
し
て
ま
た
誉
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
も
、
二
年
間
の
研
究
を
一
生

懸
命
や
っ
て
い
た
だ
い
た
本
校
の
先

生
方
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

児
童
の
頑
張
り
と
、
町
内
の
先
生
方

の
御
支
援
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
町

当
局
と
教
育
委
員
会
の
御
支
援
、
そ

し
て
、

P
T
A
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
様
方
の
物
心
両
方
の
御
支
援
の
賜

物
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
、
大
谷
小
学
校
の
職
員
一

同
、
今
後
と
も
、
百
点
満
点
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
年
間
の
研
修
終
わ
る

十
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
十
月
十
九

日
の
四
泊
五
日
で
、
お
四
国
学
級
第

十
二
期
生
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
徳
島
県
の
十
三
か
寺
及
び
高

野
山
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
コ
ー

ス
の
中
に
は
、
平
野
か
ら
標
高
六
百

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
所
に
お
寺
が
あ

り
ま
す
。
現
在
は
、
道
路
が
整
備
さ

れ
た
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
引
か
れ

た
り
し
て
お
り
容
易
に
参
拝
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

徒
歩
で
巡
礼
し
て
い
る
人
を
み
る
と

当
時
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。
薬
王

寺
を
終
え
る
と
、
高
野
山
で
す
。
四

国
八
十
八
か
所
が
終
わ
り
み
な
さ
ん

感
慨
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
し
た
。
高

浚
浚
浚
浚
浚
浚
浚
浚
激
浚
浚
激
浚

が 苦 し人のたき拝てて野
らし四たの法°締堂いお山
最 か年°偉隆高まをまり、は
終つ間 大寺野つ歩し ‘ 
年た を さ‘山たぎた夕も
度こ通 に薬で感 ‘o方ぅ
をとし 感師宿じ高参

は

終を 楽 吐
既

銘寺泊を野加くに
え車し ををし受山者
ま中力ら 受見‘けのの

息紅

っ も葉
しで
た話た

け学翌てピ方白か
てし日いソは＜始

°し ―
と

い‘奈まと‘なま
な、 ま先良し引参つっ 全国より集まった方々より意見交換

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

[＿ファインダー蒻馴

車
で
道
路
を
走
っ
て
い
る
と
、

時
々
動
物
の
死
骸
に
出
く
わ
す
。

ど
の
車
も
そ
れ
を
避
け
て
走
っ

て
行
く
が
、
そ
れ
で
も
二
度
三

度
と
礫
か
れ
無
残
な
姿
を
さ
ら

し
て
い
る
。

T
さ
ん
の
車
の
ト
ラ
ソ
ク
に

は
い
つ
も
ス
コ
ッ
プ
が
積
ん
で

あ
っ
た
。
交
通
事
故
に
遭
っ
た

動
物
に
出
会
う
と
、
道
路
そ
ば

の
空
き
地
に
穴
を
掘
り
、
葬
っ

て
あ
げ
る
の
だ
と
い
う
。

T
さ
ん
は
植

物
や
動
物
が
好
き
で
山
登
り
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
人
で
あ
る
。

T
さ
ん
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
私
は
普
段
山
が
好
き
、

自
然
の
生
き
物
が
好
ぎ
と
公
言
し
て
い

た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

星
野
富
弘

目
を
身
近
に
移
し
て
み
る
と
ど
う
で

あ
ろ
う
。
交
通
事
故
に
遭
っ
た
動
物
の

死
骸
を
片
付
け
て
い
る
場
面
に
出
く
わ

し
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
原
形
な
ど

想
像
も
つ
か
ぬ
ほ
ど
の
惨
た
ん
た
る
状

況
で
あ
る
。
こ
れ
が
人
間
だ
っ
た
ら
と

思
う
と
身
の
毛
が
よ
だ
っ
。

今
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
家
庭
が
多
く
、

中
で
も
犬
猫
は
特
別
で
あ
る
。
家
族
の

一
員
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
情
操
教
育
の

上
か
ら
も
意
義
深
い
。

し
か
し
、
飼
育
す
る
の
な
ら
す
べ
て

に
責
任
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
糞
尿
の
処
理
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
猫
の
場
合
は
つ
な
い
で
飼
う
こ

と
は
ま
ず
な
く
、
犬
の
放
し
飼
い
は
許

さ
れ
な
い
。

子
供
の
遊
び
場
や
道
端
に
動
物
の
糞

を
よ
く
見
か
け
る
。
こ
れ
ら
は
野
良
犬

猫
の
仕
わ
ざ
も
あ
ろ
う
が
、
飼
い
主
の

汚
物
処
理
に
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

郷
土
の
美
化
、
環
境
衛
生
上
か
ら
も
最

低
限
の
ル
ー
ル
は
守
り
た
い
も
の
で
あ

る。
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0フルハウス
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0脳内革命

0天下人と足軽

oSLY 

0お笑い北朝鮮

0自由への長い道（上）・（下）

oEQこころの知能指数

書

ニール•グラント他

柳 美里

水上洋子

春山茂雄

0睡眠不足は危険がいっぱいスタンレーコレン

檜山良昭

吉本ばなな

0エアリアガイドG（京都奈良福岡他） BB文社

伊藤輝夫

ネルソンマンデラ

ダニエルゴールマン

十
月

二
十
七
日
（
日
）
、
大
洲
市
を

主
会
場

に

，96
ス
ポ
レ

ク
八
幡
浜
管

内
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
よ
り、

バ

レ
ー
ボ
ー
ル

女
子

II
部
、
男

子

バ

ド
ミ
ソ

ト
ソ
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
、
グ

ラ
ソ

ド
ゴ
ル

フ
の
種
目
に
約
四
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。当

日

は

、

霧
も
な
く

朝
か
ら
睛
天
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

成
績
は、

ク

ロ
ッ
ケ
ー

・一

般
、

老
年

I
部
、

II
部
と
も
予
選
リ
ー
グ

で
敗
退
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ソ

ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
惜
し
く

も

ス
コ
ア
で
下
位
に
な

っ
た
も
の
の
、

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
で
四
位
に
、
片
山

ウ
メ
子
さ
ん
、

ホ
ー
ル
イ

ソ
ワ
ソ
賞

を
片
山
ウ

メ
子
さ
ん
と
谷

田
重
信
さ

ん
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

II
部
は
惜
し

く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
男
子
は
、
強
豪

に

勝
ち
、
決
勝
戦
へ
と
進
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
伊
方
町
に
敗
れ
、
準
優
勝

し
、
県
大
会
出
場
の
キ

ッ
プ
を
手
に

入
れ
ま
し
た
が
、
選
手
方
の
都
合
が

つ
か
ず
、
県
大
会
出
場
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

＼
八
幡
浜
管
内
大
会
S

（
石
楠
花
集
よ
り
）

蒻
考
え
て
み
れ
ば
風
鈴
吊
っ
て
ゐ
ず

松
森
向
賜
子

ど
っ
こ
い
し
ょ
腰
を
下
ろ
せ
ば
秋
の
風

白
菜
の
芽
切
リ
黒
土
ち
ち
ろ
鳴
く

亀

田

美

登

ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
香
に
ひ
と
刻
の
句
の
心

水
引
草
糸
の
色
濃
く
濡
れ
ゐ
た
リ

桑

原

淑

子

桃
を
剥
く
ナ
イ
フ
の
匂
ふ
し
ば
し
雨

新
涼
の
ラ
ン
チ
マ
ッ
ト
の
深
き
藍

清
水
美
和
子

払
っ
て
も
払
っ
て
も
な
ほ
秋
の
蚊
よ

鉄
線
に
終
の
大
き
な
花
ひ
と
つ

冨
永
千
世
子

出
揃
ひ
し
棚
田
の
畦
の
曼
珠
沙
華

藤
高
エ
ミ
カ

尾
形
船
紡
い
て
昼
の
鵜
飼
川山

内

栄

葬
ひ
に
つ
い
て
日
傘
を
た
た
み
け
リ

圃
力

懐
か
し
い
お
堂
の
庭
の
力
石

一
球
に
力
が
こ
も
る
別
れ
道

腕
相
撲
力
も
リ
も
リ
熱
を
出
し

娘
の
お
産
母
も
そ
ば
か
ら
力
づ
け

力
ず
く
玩
具
と
リ
っ
こ
幼
稚
園

夏
ば
て
か
何
だ
か
だ
る
＜
馬
力
出
ず

小
さ
い
児
力
こ
ぷ
作
リ
み
て
み
て
と

都
は
る
み
力
の
か
ぎ
リ
歌
っ
て
る

仇
力
出
し
て
損
し
た
西
瓜
割
リ

歯
の
治
療
力
を
抜
け
と
言
わ
れ
て
も

大
相
撲
力
も
わ
ざ
も
根
性
も

政
治
力
影
響
大
と
農
漁
民

学
歴
は
あ
る
が
力
の
な
い
男

ロ
下
手
の
力
仕
事
は
お
手
の
も
の

力
に
な
れ
ず
聞
く
だ
け
で
す
と
嘆
く
母

絶
対
の
ピ

ン
チ
に
見
せ
た
底
力

池
田
き
み
子

草
取
リ
の
す
ぐ
近
く
な
リ
法
師
蝉

池

田

良

子

曲
る
た
び
山
深
く
な
る
葛
の
花

岩

城

節

子

梨
狩
の
園
児
兎
と
遊
び
け
リ

宇
都
宮
ミ
チ
子

コ
ス
モ
ス
や
銀
の
糸
ひ
く
日
照
雨

大
野
紗
夜
子

（
河
鹿
集
よ
IJ)

人
影
の
ま
ば
ら
や
秋
の
彼
岸
寺

井
口
さ
だ
お

夏
痩
せ
と
衰
え
か
く
す
見
舞
客

菅

野

松

雄

灯
籠
の
煙
流
れ
る
西
の
方猪

本

鈴
虫
の
交
響
曲
が
大
地
よ
リ

冨
永

床
の
間
の
丸
木
柱
や
虫
の
宿

淡
き
刺
細
き
茎
な
る
蓼
の
花

J
 

冷
た
い
な
小
川
の
水
を
手
で
飲
ん
で

川
下
リ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
お
四
国
路

清
き
川
心
の
汚
れ
洗
う
よ
う

川
の
字
が
乱
れ
て
い
て
も
川
は
川

川
せ
み
の
あ
ざ
や
か
な
色
う
つ
す
川

ダ
ム
の
な
い
川
清
流
で
売
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
は
四
万
十
川
の
澄
ん
だ
水

天
竜
の
し
ぶ
き
を
浴
び
て
川
下
リ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
川
に
も
春
の
詩
が
あ

る清
流
と
呼
ば
れ
た
昔
今
水
路

か
の
川
も
ダ
ム
の
濁
リ
で
澄
ま
ぬ
水

朝
夕
に
我
が
庭
の
よ
う
魚
取
リ

里
の
川
洗
濯
岩
も
懐
か
し
い

川
の
様
に
曲
が
っ
て
流
れ
我
が
人
生

ダ
ム
が
出
来
川
水
よ
ど
む
ど
う
な
る
の

ゆ
る
や
か
な
川
の
流
れ
に
鮎
は
ね
る 勲

好
勝

内場

容所
日

時

板
倉

名
月
や
石
の
台
座
の
松
盆
栽

虫
の
音
や
門
灯
消
え
る
二
十
二
時

大

野

タ

エ

初
栗
を
数
え
数
え
て
配
リ
け
リ

敬
老
日
母
の
好
み
の
苓
荷
汁

中

島

和

子

好
き
な
ほ
ど
寝
か
せ
て
お
け
と
夏
休
み

川
の
面
に
花
火
映
リ
て
消
え
に
け
リ

小

野

雪

子

亡
き
母
に
習
ひ
し
料
理
虫
の
宵

夏
草
の
刈
リ
跡
に
青
匂
ひ
け
リ

丸
見
え
み
こ

廃
校
の
砂
場
の
跡
や
昼
の
虫

裏
庭
の
ち
さ
き
畑
や
虫
時
雨

宮
本
み
つ
子

中
居
谷
飛
野
虎
生
さ
ん
よ
り
、
本

年
も
公
民
館
に
菊
を
飾
っ
て
下
さ
い

と
提
供
が
あ
り
、
階
段
に
飾
ら
せ
て

頂
ぎ
ま
し
た
。
今
年
で
十
数
年
に
な

り
ま
す
。
今
年
は
台
風
で
丹
精
を
込

め
て
作

っ
て
い
た
菊
が
ダ
メ
に
な

っ

た
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0
明
老
大
学

十
二
月
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時
よ
り

肱
川
町
公
民
館

毛

筆

ほ

か

美
し
い
菊
を
毎
年

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

勉
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青年団だより

鯛瞬

青年のための

クリスマスのすすめ。 s
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； 今年はあなたにラブ0ラ ！
＇ ！ブなXmasを迎えること ；

：できるでしょう。あとは、 i 
＂ i ・push On I y" l 

， 
i 

：ー・・ー・・ー・・ー・・ー・・ー・・ー・・ー・・一・・ー・・`．．ー・・ー・・鰤99ー・・

あなたのまわりを見渡し
てみましょう。きっとあな
たに「アプローチを」と、
思っている人がいるはず。
もしかして、ポケペルや携
帯電話に振り回されている
のでは？心は電波では届き
ません。

いっそのこと今年のポー
ナスでポケベルか携帯を購
入することをお勧めしまし
ょう。今世紀最強のメディ
アでアタックしまくれ。 し
かし、一つ間違えれば、あ
なたは「優柔不断」の何者
でもありません。

あなたは彼氏（彼女）が
いないにもかかわらずシン
グルペルではないよーだ。
パーティーにでもいくので
あろうか、それとも不特定
多数のテクニシャン？う～
ん、幸せなやつ。ひょっと
して、不幸かも。

のセーター
ーをプレゼ
がある。
とがある）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊
＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
 

＊

＊
 

＊
 

”

ぇ
＼
、
寒
さ
も
本
番
が
到
来
で
は
な
か
ろ
う
か
の
今
日
こ
の
頃
‘
”

＊
 

：

愛
読
者
の
皆
様
方
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
忘
年
~

＊
 

＊
 

＊
 

＊
会
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
、
ひ
と
月
も
す
れ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
で
ご
ざ
い
”

＊
 

＊
 

”
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
年
末
を
い
か
に
上
手
く
乗
切
れ
る
か
、
我
々
A
”

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

i
s
U
K
A
編
集
部
と
ご
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊＊＊
＊＊
＊＊＊＊ 

＊
 

（
 

これで委員会！？

皆
様
師
走
が
目
の
前

に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

元
録
時
代
で
あ
れ
ば
、

赤
穂
浪
土
は
討
ち
入
り

の
準
備
の
真
っ
最
中
で

あ
り
ま
し
よ
ー
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、

青
年
ど
も
よ
！
合
年
の

!

x

m

a

S
は
い
か
が
す

よ

る

お

つ

も

り

か

。

恋

に

年

花

を

さ

か

す

の

も

よ

か

青

ろ

う

。

シ

ン

グ

ル

ベ

ル

を
鳴
ら
す
の
も
よ
か
ろ

う
。
さ
あ
、
後
ひ
と
月
も
な
い
ぞ
。

準
備
を
急
げ
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
A
S
U
K
A

か
ら
の
教
訓
を
：・：

0

一
、
恋
愛
真
っ
最
中
の
者
ど
も
、
勝

手
に
や
っ
て
下
さ
い
。
し
か
し
、

X

m
a
Sプ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
ポ
イ
ン
ト

は
し
っ
か
り
押
さ
え
て
下
さ
い
ま
し
。

ゴ
ー
ル
イ
ン
ま
で
突
っ
走
る
っ
て
か
？

一
、
恋
が
実
り
そ
う
な
お
人
、
今
一

度
我
が
身
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。
思
い
込

み
の
激
し
い
人
ほ
ど
頭
上
の
シ
ン
グ

J
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
也
。

一
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
禁
じ
手
。
携
帯

電
話
の
贈
物
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
束
縛
の
二
文
字
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
）
化
粧
品
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
君
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト
か
）
高
価
な
指

輪
も
ご
注
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
恋

愛
真
っ
最
中
の
人
達
の
み
許
さ
れ
た

り
し
て
？

）海
外
高
級
プ
ラ
ン
ド
の

バ
ッ
グ
や
財
布
な
ど
も
や
め
ま
し
ょ

う
。
（
海
外
旅
行
の
御
土
産
と
勘
違

い
さ
れ
た
り
し
て
）
心
の
こ
も
っ
た

‘、量`

編
集
部
員
「
雑
誌
や
新
聞
つ
て
、

ほ
ん
と
う
に
よ
く
で
き
て
い
ま
す
よ

ネ
＼
。
（
愚
痴
っ
ぽ
く
）
」

編
集
部
長
「
当
然
じ
ゃ
＼
そ
れ
で

あ
の
業
界
の
人
は
飯
を
食
う
と
る
、

文
句
言
わ
ず
に
ネ
タ
を
考
え
ろ
。
」

部
員
「
あ
＼
、
腹
が
立
つ
、
そ
れ

に
お
な
か
も
グ
＼
」

部
長
「
知
恵
を
振
絞
れ
、
ぎ
ゅ
ー
」

部
員
「
で
・
で
き
ま
し
た
ー
。
」

部
長
「
君
達
、
空
腹
の
せ
い
で
原

稿
内
容
を
妥
協
し
て
な
い
？
」

部
員
「
．
．
．．

．．

．．． 

ー：・：・:
。」

こ
の
様
に
し
て
、
A
S
U
K
A
は

完
成
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

皆
様
の
ご
愛
読
を
願
い
ま
す
。

麿

編
集
あ
と
ば
な
し

虹
[

プ
レ
ゼ
ン
ト
を

一
、
携
帯
電
話
、
ポ
ケ
ベ
ル
を
お
持

ち
の
方
、
恋
愛
の
駆
け
引
き
中
に
は

御
法
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
百
年
の
恋

も
冷
め
て
し
ま
い
ま
す
。

一
、
恋
に
破
れ
て
も
ご
乱
心
は
い
け

ま
せ
ん
。
再
ス
タ
ー
ト
の
準
備
に
取

り
掛
か
り
ま
し
ょ
う
。

来
年
の
二
月
十
四
日
に
む
け
て

「
頑
張
っ
て
・
い
こ
っ
！
」

と
、
色
々
な
戯
言
を
申
し
ま
し
た
が
、

令
年
の

X
m
a
s
ご
安
泰
な
人
、
あ

せ
っ
て
い
る
人
、
が
ん
ば
り
な
は
れ

人
生
そ
う
甘
く
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

青
年
よ
！
こ
れ
で
委
員
会
げ
よ
い
の

で
す
。
青
年
よ
、
合
年
の
年
末
は
熱

い
も
の
に
し
て
下
さ
い
。
（
人
口
増

加
協
力
委
員
会
げ
）
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1 2月 の 行 事 予 定 表

1 防火デー 19~20 町議会定例会

2 民生委員会 20 農業委員会

5 行政相談 25 税金等出張受入れ

5 • 20 心配ごと相談 27 仕事納め

8 大谷ふるさとまつり（大谷小学校他） 28~30 消防団年末夜警

8 農業祭（予子林小学校） 下旬 特別町民「風のパッケージ」発送

16 定例部落長会
＇ 

12月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

町 田 医 院 43-0211 1 日 （ 内 子 町 ）

（日） 村上内科医院 23 - 3500 
（北只）

成 田 医 院 47-0061 8 日 （大 瀬）

（日） 松尾産婦人科医院 24-5803 
（中村）

15日
士居・内科外科医院 44-5521 

（五十崎）

（日） 田渡ク リ ニ ッ ク 25-3217 
（新 谷 ）

藤 本 医 院 44-2561 22日 （五 十 崎 ）
（日） 亀 井小児科医院 24- 3757 

（東大洲）

植 木 医 院 44-2215 23日 （五 十 崎 ）
（月） 沢井 耳鼻科医院 24-2510 

（中村）

高 橋 医 院 44-2010 29日 （五 十 崎）
（日） 池田泌 尿 器 科 医 院 24-3100 

（ 東大洲）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

讐
協生内田シズコさん(82歳

12 12 
月 月 相

20 5 
至n火火

日 日
/ 

9―― 
金 木 日
ヽ ヽ

上玉 小福 担

甲井 川田 当

和
相
弓砧火

勝清 雄保 員

▽

場

所

り
11 

大
野

四
10 

な

ぎ

さ

堀
内
奈
喜
沙
ち
ゃ
ん
（
瓜
生
谷
）

翔
月
ち
ゃ
ん
（
中
居
谷
）
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救 急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
市立大洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大、洲中央病院

24-4551 
（大 洲市東大洲）

▽

時

間

午
後

1
時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
隋
青
年
室

◎心配ごと相談

12 12 1212 
月 月 月月 相

25 9 24 5 
談

日日 日日
ヘ/'―̀  / 
水月 火木 日

‘`ー、、一―/- ‘̀―-/ 
内 大

子 洲 場

町 商

商
工
会

工 議 所
会 所

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

12
月

5
日
（
木
）

午
後

1
時
30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
――四
ー
ニ五
0
八

▽
場

▽
日

所 時

F
口
:
国

:
m◎

行
政
相
談

時

間

一
午
後
1
時
30分

ー

3
時
30
分

12
月
1
1
日
（
水
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

程

場

所

日

時

間

午
前
1
0
時
？

午
後
1
時
30
分

12
月
18
旦
水
）
＿
肱
川
町
公
民
館

◎
元
気
印
教
室

閏

場

所

日

時

12
月
3
日
（
火
）
一
保
健
セ
ソ
タ
ー
一

9
疇

⑩

分

ー

雨
天
の
場
合
は
12
月
4
日
（
水
）
に
行
い
ま
す
。

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

場

所

時

間

平
訓
10

剛ー

1
1
時

30
分

12
月
10
旦
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

◎
1
2
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

12
月
16
日
（
月
）
か
ら

（
出
す
の
は
12
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・
見

の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・

中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

12
月
10
日
（火）

午

前

9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る

場
合
は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注

射
済
票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
幼
児
教
室

程

場

日

所

間

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

日

程

場

所

時

間

午
後
1
時
30
分

t
2時

12
月
1
7
旦
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー

日。
C
I臼


